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花まつりデザイン応募作品から作成いたしました!!
ポスター・絵はがき 頒布開始

■ポスター

　全日本仏教会では「花まつり」の社会宣揚を推進すべく花まつりポスター・絵はがきを頒布しています。
昨年から実施している花まつりデザイン公募、2018年のテーマは「楽しい花まつり」でした。全国から256点の応募を
いただき、その中から今年の大賞に選ばれた作品を使用したポスターと絵はがきを作成いたしました。
　地域や寺院で開催される「花まつり」や春のイベント告知に、新春のご挨拶や感謝の気持ちを伝えるツールとして
ご活用いただけると幸いです。皆様からのご注文、お待ちしております。少数でもお気軽にご注文ください。

「国宝 誕生釈迦仏立像」
東大寺蔵

ポスター大賞「花まつり」

・ポスター：1枚50円
  （※別途、送料が必要です）

・サイズ：A2

■絵はがき
・絵はがき（3枚1組）：無料
  （※別途、送料が必要です）

「おてんとうさまとおしゃかさま」
絵はがき大賞（3作品）

「素敵なお顔！」 「みんなの花まつり」

本会webサイトでは全国の「花まつり」や春のイベントを紹介したく、開催情報をお待ちしております。
1人でも多くの方に「花まつり」を知っていただき、お釈迦さまのご誕生を皆さんでお祝いいたしましょう。

皆様の花まつり・春のイベントを紹介します！

広報文化部
TEL：03-3437-9275　FAX：03-3437-3260
E-mail：a-shimojima@jbf.ne.jp
※申込用紙は本会webサイトよりダウンロードいただけます。（http://jbf.ne.jp/）

【お申し込み・お問い合わせ】
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新年の挨拶 3

本会からの報告
・第2回花まつりデザイン大賞発表
・第23回理事会報告
・熊本県仏教会研修会ならびに結成祝賀会出席

14

檀家数減少時代を考える

前例のないことに挑戦する 28
堀内克彦／株式会社寺社旅 代表取締役社長

ぶっぽうそう法話
『菩薩行に生きる』 30

戸澤宗充／日蓮宗

【主な活動】
和紙、インク、染料などを使
い、手描作品の制作および販
売。個人・法人のオーダーに
もとづく作品制作。実演ワー
クショップ、レクリエーショ
ンの実施など。

平みきお／描手

全日本仏教会  江川 辰三 第33期会長（曹洞宗管長／大本山總持寺貫首）

宗教法人の管理運営　4　　 31
宗教法人運営のための法律入門

コラム

江川辰三／（公財）全日本仏教会会長
釡田隆文／（公財）全日本仏教会理事長

特　集 4

・開催概要
・各種会議/委員会
・開会式典/歓迎レセプション
・世界平和祈願法要/記念式典/シンポジウム
・基調講演　いま求められる、「智慧にもとづく希望とは」/ジョアン・ハリファックス
・大会宣言文
・世界仏教徒会議 日本大会を終えて/戸松  義晴（本会事務総長）

　個々では小さいかもしれない様々
な生命の動きが、縁となり結ばれ、大
きく繋がってゆく様をイメージして
おります。仏教の「五色＝五行」では、
宇宙のすべての要素があらわれおり
ます。それらが“華鬘結び＝同心”と
して結合し、そのチカラが自然のよ
い循環となり、次の動きに広がるさ
まを新春にあわせて感じていただけ
たらと思います。

年賀交換 16

  （
公
財
）全
日
本
仏
教
会
会
長
　
江
川
辰
三

　
謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
歳
に
あ
た
り
、世
界
平
和
と
皆
様
の
益
々
の
ご
隆
昌
と
ご
清
祥
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
群
馬
県
本
白
根
山
の
噴
火
に
始
ま
り
、島
根
県
西
部
地
震
、大
阪
府
北
部
地
震
、

そ
し
て
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
と
、非
常
に
大
き
な
災
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
立

て
続
く
台
風
の
被
害
に
加
え
、震
度
七
を
観
測
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は
皆
様
の
ご

記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、ご
親
族
の
皆
様
の

ご
心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、今
尚
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、一
刻
も
早
い
復
興
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
第
二
十
九
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
が
本
国
に
て
開
催
さ
れ
、世
界
各

国
よ
り
多
く
の
仏
教
徒
の
方
が
来
日
さ
れ
ま
し
た
。最
終
日
に
は
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺

に
お
い
て
、世
界
平
和
を
祈
る
記
念
法
要
と
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、盛
会
裡
に
円

成
い
た
し
ま
し
た
。関
係
の
皆
様
に
は
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
会
議
の
テ
ー
マ
は「
慈
悲
の
行
動　
生
死
の
中
に
見
出
す
希
望
」で
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
国
内
の
災
害
の
み
な
ら
ず
、台
湾
で
は
昨
年
花
蓮
地
震
が
起
こ
り
、ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の
生
命
と
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
本
会
は
大
乗
仏
教
の
根
本
で
あ
る
慈
悲
心
の
も
と
、こ
れ
ら
の
苦
中
に
あ
る
人
々
の
一

刻
も
早
い
安
寧
を
願
い
、人
道
的
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、先
般
の
会
議
は
そ
の

決
意
を
よ
り
一
層
深
く
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。皆
様
に
は
、本
会
へ
の
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、各
位
の
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  （
公
財
）全
日
本
仏
教
会
理
事
長
　
釜
田
隆
文

　
謹
ん
で
新
春
の
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
六
月
の
理
事
長
就
任
以
来
、皆
様
よ
り
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、日
本
全
国
各
地
で
非
常
に
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
先
ず
も
っ
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
家
族
、関
係
者
の
方
々
に
お
悔
や
み
と
、被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、衷
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
一
月
に
は
第
二
十
九
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
、第
二
十
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ

世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
及
び
第
十
一
回
Ｗ
Ｂ
Ｕ
世
界
仏
教
徒
大
学
会
議
が
本
国
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。世
界
各
国
よ
り
仏
教
徒
の
皆
様
が
来
日
参
加
さ
れ
、国
籍
や
宗
派
の
垣
根
を

超
え
て
世
界
平
和
を
祈
る
記
念
法
要
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、ひ
と
え
に
、和

合
を
説
か
れ
た
仏
陀
の
み
教
え
と
、そ
の
教
え
を
信
奉
す
る
関
係
各
位
の
ご
助
力
の
賜
物

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
皆
様
方
か
ら
は
、厳
か
な
法
要
の
雰
囲
気
や
統
制
の
取

れ
た
修
行
僧
達
の
進
退
に
感
動
し
た
と
の
声
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。改
め
ま

し
て
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
も
ま
た
多
数
の
教
団
・
宗
派
が
協
働
し
、仏
陀
の
み
教
え
の
も
と
に
一
致
和
合
し

て
、本
会
の
掲
げ
る
仏
教
文
化
の
宣
揚
と
世
界
平
和
の
進
展
と
い
う
目
的
の
た
め
に
多
く

の
事
業
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、自
然
災
害

は
言
う
に
及
ば
ず
、各
地
で
多
く
の
紛
争
が
続
き
、多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、ま
た
連
日
、

核
や
ミ
サ
イ
ル
開
発
、多
く
の
テ
ロ
行
為
、銃
乱
射
事
件
等
々
、穏
や
か
な
ら
ざ
る
問
題
が

世
間
を
騒
が
せ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、人
々
の
和
合
を
説
き
、民
心
の
安
寧
を
案
じ
、世

界
平
和
を
願
う
我
々
仏
教
教
団
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、人
々
の

安
心
と
世
界
平
和
を
志
向
す
る
本
会
の
活
動
へ
の
ご
協
力
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
新
年
の
ご
挨
拶
」

「世界仏教徒会議 日本大会」
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　日本に数多く残されている仏塔のシルエットを
モチーフにしています。仏塔背景の白い円は月や太
陽を表しています。月や太陽のひかりのように、仏
の智恵が万遍なくこの世を照らすことを表現して
おります。カラーは仏教の七宝の一つ、瑠璃色と
なっております。

　本会は11月5日（月）～9日（金）にかけて「第29回WFB世界仏教徒会議・第
20回WFBY世界仏教徒青年会議・第11回WBU世界仏教徒大学会議 日本
大会」を開催し、各種会議体・歓迎レセプションを千葉県成田市にあるマロ
ウドインターナショナルホテル成田において、記念法要・記念式典・シンポジ
ウムを神奈川県横浜市の曹洞宗大本山總持寺にて開催いたしました。
　本大会では、「Compassion in Action（慈悲の行動）」をテーマに掲げ、世
界各国から約300名の仏教徒が参加し、仏教の示す大きな柱である「智慧」
と「慈悲」の根底にある「縁」の教えに基づいた「慈悲の行動」について会議が
なされました。また記念法要において、世界の仏教徒とともに、国内の加盟
団体、賛助会員、政界、関係団体、寺院や檀信徒が一堂に会し、世界平和と前
回開催したWFB日本大会から10年という歳月の中で、国内外で発生した災
害で犠牲となられた多くの尊いいのちの追悼と被災地の早期復興を祈願い
たしました。シンポジウムでは「Creating Hope in Life and Death（生死
の中に見出す希望）」をテーマとして、社会参画仏教（エンゲージド・ブディ
ズム）の活動について深く学びました。
　本号では、大会の様子および成果をご紹介いたします。

第
29
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議

第
20
回
W
F
B
Y
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議

第
11
回
W
B
U
世
界
仏
教
徒
大
学
会
議 

日
本
大
会

特
集

開催概要

第29回WFB世界仏教徒会議
第20回WFBY世界仏教徒青年会議
第11回WBU世界仏教徒大学会議 日本大会

●各種会議・委員会・歓迎レセプション
会  場 マロウドインターナショナルホテル成田
 （千葉県成田市駒井野763---1）
開催日 2018（平成30）年11月5日（月）～8日（木）
内　容 〇総会、WFB・WFBY・WBU各種会議、委員会
 〇開会式典・歓迎レセプション（7日）
参加者 約350名

●世界平和祈願法要・記念式典・シンポジウム
会  場 曹洞宗大本山總持寺
 （神奈川県横浜市鶴見区鶴見2-1-1）
開催日 2018（平成30）年11月9日（金）
内  容 〇世界平和祈願法要
 〇記念式典
 〇シンポジウム
 ○仏教イベント
 ○閉会式典
 ○記者会見
参加者 約900名　

●ロゴ　/　テーマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「Compassion in Action（慈悲の行動）」
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約
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
W
F
B

総
会
で
は
、各
種
委
員
会
の
活
動
報
告

や
、大
会
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
各
国
に
共

通
す
る
社
会
問
題
へ
の
提
起
の
も
と
、仏

教
界
全
体
と
し
て
問
題
解
決
に
向
け
意

見
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
で
は「C

om
passion in 

A
ction(

慈
悲
の
行
動)

」を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、15
の
国
と
地
域
か
ら
約
3
0
0
名
の

仏
教
徒
が
集
い
、国
内
外
に
お
い
て
仏
教

界
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
や
社
会
問

題
、ま
た
世
界
平
和
実
現
に
向
け
た
活
動

を
、如
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
世
界
仏
教
徒
連
盟（
W
F
B
）・

世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟（
W
F
B
Y
）・世

界
仏
教
徒
大
学（
W
B
U
）の
３
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
別
れ
て
開
催
さ
れ
、各
国
セ

ン
タ
ー
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
活
動
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、全
体
会
議

に
て
報
告
が
さ
れ
ま
す
。

　

各
会
議
前
後
に
は
出
席
者
全
員
に
よ

る
三
帰
依
文（
パ
ー
リ
語・英
語・日
本
語

な
ど
）の
唱
和
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、W
F
B
最
高
顧
問
江
川

辰
三
本
会
会
長
の
代
理
と
し
て
釜
田
隆
文

本
会
理
事
長
、W
F
B
副
会
長
と
し
て
小

林
正
道
師
、W
F
B
執
行
役
員
と
し
て
戸

松
義
晴
本
会
事
務
総
長
、W
F
B
人
道
支

援
委
員
会
委
員
長
と
し
て
日
比
野
郁
皓

師
、W
F
B
副
事
務
総
長
と
し
て
東
海
林

良
昌
師
、W
F
B
日
本
セ
ン
タ
ー
代
表
と
し

て
本
会
国
際
部
職
員
２
名
が
各
会
議・委

員
会
へ
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
林
W
F
B
副
会
長
は
会
議
全
体
を

通
し
、
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
日
比

野
W
F
B
人
道
支
援
委
員
会
委
員
長
か

ら
は
、
こ
の
10
年
間
に
日
本
で
発
生
し

た
様
々
な
災
害
に
際
し
て
、
W
F
B
か

ら
い
た
だ
い
た
迅
速
な
支
援
に
対
し
て

の
御
礼
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
会
議
や
委
員
会
に
お
い
て
、仏
教
界

全
体
の
具
体
的
な
今
後
の
取
り
組
み
と

本
大
会
で
採
択
さ
れ
る「
宣
言
文
」の
内

容
に
つ
い
て
も
諮
ら
れ
ま
し
た
。第
2
回

全
体
会
議
で
は
、「
2
0
1
8
年
東
京
宣

言
」（
別
項
）と
し
て
正
式
に
採
択
さ
れ
、

今
後
２
年
間
の
仏
教
界
全
体
の
取
り
組

み
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
大
会
中
に
同
時
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
で
は
、

W
F
B
Y
日
本
セ
ン
タ
ー・全
日
本
仏
教

青
年
会（
J
Y
B
A
）の
村
山
博
雅
師

が
、W
F
B
Y
の
新
会
長
に
選
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。日
本
、

ひ
い
て
は
大
乗
仏
教
圏
の
僧
侶
が

W
F
B
Y
会
長
職
に
就
任
す
る
の
は
史

上
初
の
快
挙
で
す
。

　
7
日
に
は
、開
会
式
典
と
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。開
会
に

先
立
ち
、日
本
仏
教
や
仏
教
と
社
会
の
繫

が
り
を
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー

ビ
ー
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

開
会
後
、江
川
会
長
よ
り
海
外
参
加

者
に
向
け
て
歓
迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。挨
拶
の
な
か
で「
仏
教
の
示
す

大
き
な
二
本
の
柱
で
あ
る『
智
慧
』と『
慈

悲
』に
お
い
て
、根
底
に
は
〝
す
べ
て
は

関
わ
り
合
い
の
な
か
で
活
か
さ
れ
て
い

る
存
在
で
あ
る
〞
と
い
う
〝
縁
〞
の
教
え

が
あ
り
ま
す
。こ
の
〝
縁
〞
に
基
づ
い
た

〝
慈
悲
の
行
動
〞
を
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
こ
と
こ
そ
、い
ま
世
界
が
陥
る
混
迷

を
乗
り
越
え
る
唯
一
の
道
に
連
な
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」と
本
大
会
に
お
け

る
意
義
に
つ
い
て
想
い
を
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、W
F
B
会
議
日
本
大
会
開
催

に
あ
た
り
、タ
イ
国
大
僧
正
ソ
ム
デ
ッ

ト・プ
ラ
ヴ
ァ
ナ
ラ
ー
タ
師
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
ラ
・
シ
ャ
カ
ヤ

ウ
ォ
ン
ヴ
イ
ス
W
B
U
学
長
が
、パ
ン・

ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
W
F
B
会
長
の
ご
挨
拶

を
パ
ロ
ッ
プ・タ
イ
ア
リ
ー
W
F
B
事
務

総
長
が
そ
れ
ぞ
れ
代
読
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、デ
ン
ポ
ン・ス
ワ
ン
ナ
チ
ャ
イ
ロ
プ

W
F
B
Y
前
会
長
か
ら
も
ご
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　
式
典
で
は
、W
F
B
世
界
仏
教
徒
連
盟

会
長
表
彰
（
活
動
功
労
者
表
彰
式
）も
執

り
行
わ
れ
、河
野
太
通
師
（
本
会
第
29
期

会
長
）と
石
上
智
康
師
（
本
会
第
32
期
理

事
長
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
で

は
、W
F
B
本
部
よ
り
受
賞
の
理
由
が
述

べ
ら
れ
、表
彰
状
と
メ
ダ
ル
・プ
レ
ー
ト

な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
受
賞
に

あ
た
り
、お
二
人
か
ら
御
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
授
賞
式
後
、小
林
W
F
B
副
会
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
、引
き
続
き
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
冒
頭
で
は
、清
興

と
し
て
落
語
家
の
桂
か
い
枝
さ
ん
に
よ

る「
英
語
で
落
語
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。日

本
の
古
典
芸
能
で
あ
る
落
語
や
海
外
参

加
者
と
共
に
挑
戦
し
た
南
京
玉
す
だ
れ

が
披
露
さ
れ
、会
場
は
笑
い
声
と
大
き
な

拍
手
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

続
い
て
、和
田
大
雅
本
会
副
会
長
よ
り

開
会
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、乾
杯
の
発
声
を

藤
田
隆
乗
本
会
副
会
長
が
務
め
ま
し
た
。

 

乾
杯
発
声
後
、国
や
宗
派
の
枠
を
超
え

て
、和
や
か
に
懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、W
F
B
日
本
大
会

の
開
催
に
際
し
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
の
披

露
や
、W
F
B
本
部
と
本
会
の
記
念
品
贈

呈
式
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

閉
会
挨
拶
で
は
伊
藤
正
導
本
会
副
会
長

が
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
ス
ピ
ー
チ
を

さ
れ
、盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
各
種
会
議・委
員
会（
5
日
〜
8
日
）

  

開
会
式
典・歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
7
日
）

WFBY会長に就任した村山師

海外参加者に向けて歓迎挨拶を述べる江川会長
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約
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
W
F
B

総
会
で
は
、各
種
委
員
会
の
活
動
報
告

や
、大
会
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
各
国
に
共

通
す
る
社
会
問
題
へ
の
提
起
の
も
と
、仏

教
界
全
体
と
し
て
問
題
解
決
に
向
け
意

見
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
で
は「C

om
passion in 

A
ction(

慈
悲
の
行
動)

」を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、15
の
国
と
地
域
か
ら
約
3
0
0
名
の

仏
教
徒
が
集
い
、国
内
外
に
お
い
て
仏
教

界
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
や
社
会
問

題
、ま
た
世
界
平
和
実
現
に
向
け
た
活
動

を
、如
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
世
界
仏
教
徒
連
盟（
W
F
B
）・

世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟（
W
F
B
Y
）・世

界
仏
教
徒
大
学（
W
B
U
）の
３
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
に
別
れ
て
開
催
さ
れ
、各
国
セ

ン
タ
ー
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
活
動
や
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、全
体
会
議

に
て
報
告
が
さ
れ
ま
す
。

　

各
会
議
前
後
に
は
出
席
者
全
員
に
よ

る
三
帰
依
文（
パ
ー
リ
語・英
語・日
本
語

な
ど
）の
唱
和
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、W
F
B
最
高
顧
問
江
川

辰
三
本
会
会
長
の
代
理
と
し
て
釜
田
隆
文

本
会
理
事
長
、W
F
B
副
会
長
と
し
て
小

林
正
道
師
、W
F
B
執
行
役
員
と
し
て
戸

松
義
晴
本
会
事
務
総
長
、W
F
B
人
道
支

援
委
員
会
委
員
長
と
し
て
日
比
野
郁
皓

師
、W
F
B
副
事
務
総
長
と
し
て
東
海
林

良
昌
師
、W
F
B
日
本
セ
ン
タ
ー
代
表
と
し

て
本
会
国
際
部
職
員
２
名
が
各
会
議・委

員
会
へ
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
林
W
F
B
副
会
長
は
会
議
全
体
を

通
し
、
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
日
比

野
W
F
B
人
道
支
援
委
員
会
委
員
長
か

ら
は
、
こ
の
10
年
間
に
日
本
で
発
生
し

た
様
々
な
災
害
に
際
し
て
、
W
F
B
か

ら
い
た
だ
い
た
迅
速
な
支
援
に
対
し
て

の
御
礼
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
会
議
や
委
員
会
に
お
い
て
、仏
教
界

全
体
の
具
体
的
な
今
後
の
取
り
組
み
と

本
大
会
で
採
択
さ
れ
る「
宣
言
文
」の
内

容
に
つ
い
て
も
諮
ら
れ
ま
し
た
。第
2
回

全
体
会
議
で
は
、「
2
0
1
8
年
東
京
宣

言
」（
別
項
）と
し
て
正
式
に
採
択
さ
れ
、

今
後
２
年
間
の
仏
教
界
全
体
の
取
り
組

み
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
大
会
中
に
同
時
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
で
は
、

W
F
B
Y
日
本
セ
ン
タ
ー・全
日
本
仏
教

青
年
会（
J
Y
B
A
）の
村
山
博
雅
師

が
、W
F
B
Y
の
新
会
長
に
選
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。日
本
、

ひ
い
て
は
大
乗
仏
教
圏
の
僧
侶
が

W
F
B
Y
会
長
職
に
就
任
す
る
の
は
史

上
初
の
快
挙
で
す
。

　
7
日
に
は
、開
会
式
典
と
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。開
会
に

先
立
ち
、日
本
仏
教
や
仏
教
と
社
会
の
繫

が
り
を
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー

ビ
ー
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

開
会
後
、江
川
会
長
よ
り
海
外
参
加

者
に
向
け
て
歓
迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。挨
拶
の
な
か
で「
仏
教
の
示
す

大
き
な
二
本
の
柱
で
あ
る『
智
慧
』と『
慈

悲
』に
お
い
て
、根
底
に
は
〝
す
べ
て
は

関
わ
り
合
い
の
な
か
で
活
か
さ
れ
て
い

る
存
在
で
あ
る
〞
と
い
う
〝
縁
〞
の
教
え

が
あ
り
ま
す
。こ
の
〝
縁
〞
に
基
づ
い
た

〝
慈
悲
の
行
動
〞
を
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
こ
と
こ
そ
、い
ま
世
界
が
陥
る
混
迷

を
乗
り
越
え
る
唯
一
の
道
に
連
な
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」と
本
大
会
に
お
け

る
意
義
に
つ
い
て
想
い
を
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、W
F
B
会
議
日
本
大
会
開
催

に
あ
た
り
、タ
イ
国
大
僧
正
ソ
ム
デ
ッ

ト・プ
ラ
ヴ
ァ
ナ
ラ
ー
タ
師
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
ラ
・
シ
ャ
カ
ヤ

ウ
ォ
ン
ヴ
イ
ス
W
B
U
学
長
が
、パ
ン・

ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
W
F
B
会
長
の
ご
挨
拶

を
パ
ロ
ッ
プ・タ
イ
ア
リ
ー
W
F
B
事
務

総
長
が
そ
れ
ぞ
れ
代
読
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、デ
ン
ポ
ン・ス
ワ
ン
ナ
チ
ャ
イ
ロ
プ

W
F
B
Y
前
会
長
か
ら
も
ご
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　
式
典
で
は
、W
F
B
世
界
仏
教
徒
連
盟

会
長
表
彰
（
活
動
功
労
者
表
彰
式
）も
執

り
行
わ
れ
、河
野
太
通
師
（
本
会
第
29
期

会
長
）と
石
上
智
康
師
（
本
会
第
32
期
理

事
長
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
で

は
、W
F
B
本
部
よ
り
受
賞
の
理
由
が
述

べ
ら
れ
、表
彰
状
と
メ
ダ
ル
・プ
レ
ー
ト

な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
受
賞
に

あ
た
り
、お
二
人
か
ら
御
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
授
賞
式
後
、小
林
W
F
B
副
会
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
、引
き
続
き
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
冒
頭
で
は
、清
興

と
し
て
落
語
家
の
桂
か
い
枝
さ
ん
に
よ

る「
英
語
で
落
語
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。日

本
の
古
典
芸
能
で
あ
る
落
語
や
海
外
参

加
者
と
共
に
挑
戦
し
た
南
京
玉
す
だ
れ

が
披
露
さ
れ
、会
場
は
笑
い
声
と
大
き
な

拍
手
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

続
い
て
、和
田
大
雅
本
会
副
会
長
よ
り

開
会
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、乾
杯
の
発
声
を

藤
田
隆
乗
本
会
副
会
長
が
務
め
ま
し
た
。

 

乾
杯
発
声
後
、国
や
宗
派
の
枠
を
超
え

て
、和
や
か
に
懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、W
F
B
日
本
大
会

の
開
催
に
際
し
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
の
披

露
や
、W
F
B
本
部
と
本
会
の
記
念
品
贈

呈
式
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

閉
会
挨
拶
で
は
伊
藤
正
導
本
会
副
会
長

が
日
本
語
と
英
語
の
両
方
で
ス
ピ
ー
チ
を

さ
れ
、盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
9
日
は
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
曹

洞
宗
大
本
山
總
持
寺
に
会
場
を
移
し
、世

界
平
和
祈
願
法
要
を
厳
修
、記
念
式
典
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、各
宗
派
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た

ち
と
と
も
に
、總
持
寺
関
係
の
幼
稚
園
並

び
に
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
元
気
に
出

迎
え
ら
れ
、海
外
参
加
の
方
々
も
笑
顔
で

手
を
振
っ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

国
内
か
ら
も
3
5
0
名
の
参
加
が
あ
り
、

法
要
会
場
で
あ
る
千
畳
敷
の
大
祖
堂
は

満
堂
と
な
り
ま
し
た
。

　
法
要
で
は
、曹
洞
宗
梅
花
流
詠
讃
歌
が

奉
詠
さ
れ
、江
川
辰
三
本
会
会
長
を
御
導

師
と
し
て
厳
修
し
、出
席
者
と
と
も
に
世

界
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。江
川
会
長
は

ご
垂
示
で「
当
本
山
の
御
開
山・瑩
山
禅

師
様
は
、世
の
中
の
す
べ
て
の
人
々
の
幸

せ
を
、ご
自
身
の
一
生
涯
の
誓
願
と
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。本
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ

る
〝
慈
悲
の
行
動
〞
こ
そ
、瑩
山
禅
師
様

が
生
涯
懸
け
て
尽
力
さ
れ
た
行
い
で
あ

り
、こ
こ
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
勝
縁
を
実
感
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。〝
智
慧
と
慈
悲
〞
を

拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
仏
教
の
教
え
が
、民

族
や
国
土
の
違
い
を
乗
り
越
え
、よ
り
一

層
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
切
に
念
願

い
た
し
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
要
終
了
後
、記
念
式
典
を
開
式
し
、

主
催
者
挨
拶
と
し
て
釜
田
本
会
理
事
長
、

パ
ロ
ッ
プ
W
F
B
事
務
総
長
が
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、ご
来
賓
と
し
て
、公
務
の
た

世
界
平
和
祈
願
法
要・記
念
式
典・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
9
日
）

全
日
本
仏
教
会
　
第
29
期
会
長

　
臨
済
宗
妙
心
寺
派 

元
管
長
　
龍
門
寺
住
職

　
河
野
太
通

受
賞
理
由
：

　

第
29
期
全
日
本
仏
教
会
会
長
と
し
て
、
第

25
回
世
界
仏
教
徒
会
議
ス
リ
ラ
ン
カ
大
会

（
2
0
1
0
年
コ
ロ
ン
ボ
）
に
お
い
て
、
開
会

式
に
て
基
調
講
演
を
お
こ
な
い
、
参
加
者
一
同

に
感
銘
を
与
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
、
世
界
に

Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
存
在
意
義
を
示
さ
れ
た
。
併
せ

て
、
日
本
仏
教
が
世
界
各
地
で
布
教
並
び

に
社
会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
さ
れ
、
日
本
仏
教
の
存
在
意
義
を
世

界
に
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
が
訪
日
し

た
際
、
京
都
に
て
妙
心
寺
を
中
心
に
ご
案
内

い
た
だ
き
、
日
本
仏
教
の
文
化
・
伝
統
を
紹

介
さ
れ
た
こ
と
。

全
日
本
仏
教
会
　
第
32
期
理
事
長

         

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
総
長

石
上
智
康

受
賞
理
由
：

　

第
32
期
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
と
し
て
、

故
ラ
ー
マ
第
九
世
タ
イ
国
王
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
主

催
の
火
葬
式
法
要
（
2
0
1
7
年
9
月
）
に

国
王
の
出
家
さ
れ
た
寺
院
（
バ
ン
コ
ク
）
及

び
王
宮
に
お
い
て
導
師
を
お
務
め
い
た
だ

き
、Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
代
表
、
ま
た
日
本
仏
教
を
代

表
さ
れ
、
ご
回
向
と
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
最
高
顧
問
で

あ
る
国
王
に
哀
悼
の
意
を
お
示
し
い
た
だ

き
、Ｗ
Ｆ
Ｂ
と
タ
イ
皇
族
と
の
信
頼
関
係
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。

　

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ラ
カ
イ
ン
州
に
お

い
て
発
生
し
た
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の
人
道

支
援
を
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
と
し
て
主

導
的
に
決
断
・
実
践
さ
れ
、Ｗ
Ｆ
Ｂ
、
日
本

仏
教
を
代
表
し
て
大
会
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
慈
悲
の
行
動
」
を
実
践
し
、
世
界
に
示
さ

れ
た
こ
と
。

め
欠
席
さ
れ
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
の
代
理
と
し
て
、衆
議
院
議
員 

岸
信

夫
様
、公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
理

事
長 

田
中
恆
清
様
の
お
二
方
に
ご
挨
拶

を
賜
り
ま
し
た
。最
後
に
、W
F
B
Y
の

日
本
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
仏
教
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者
で
あ
る
全
日
本
仏
教
青
年
会

を
代
表
し
て
倉
島
隆
行
理
事
長
よ
り
挨

拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、大
祖
堂
正
面
に
移
動

し
、各
加
盟
団
体
の
管
長
猊
下
、ご
門
主
、

役
職
者
の
皆
様
お
よ
び
海
外
参
加
者
と

と
も
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
撮
影
後
、海
外
参
加
者
は
三
松
閣
へ
移

動
し
、昼
食
と
し
て
曹
洞
宗
僧
侶
が
作
る

精
進
御
膳
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
同

会
場
で
は
、午
後
か
ら
全
日
本
仏
教
青
年

会
に
よ
る
仏
教
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

加
盟
し
て
い
る
各
宗
派
青
年
よ
る
、そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
宗
派
を
P
R

す
る
ブ
ー
ス
や
念
珠
作
り
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま

た
、精
進
ラ
ー
メ
ン
や
精
進
ピ
ザ
、精
進

カ
レ
ー
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
食
の
体

験
も
で
き
、海
外
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
参
加
者
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　
午
後
１
時
よ
り
、三
松
閣
４
階
の
大
講

堂
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。基
調
講
演
と
し
て
ア
メ
リ

カ
で
僧
侶・文
化
人
類
学
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
、ジ
ョ
ア
ン・ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
師

を
講
師
に
迎
え
、「C

reating H
ope in 

Life and D
eath

（
生
死
の
中
に
見
出

す
希
望
）」を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
に
、

社
会
参
画
仏
教（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ブ

デ
ィ
ズ
ム
）と
い
う
観
点
か
ら
、終
末
期

ケ
ア
の
現
場
や
刑
務
所
で
の
活
動
に
焦

点
を
当
て
な
が
ら
、「
智
慧
に
も
と
づ
く

希
望
」に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から石上智康師、河野太通師、パロップ・タイアリー氏、小林正道師

海外参加者とともに「南京玉すだれ」を披露

大般若を転読する僧侶

ブースにて腕輪念珠を作成する海外参加者
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た
上
で
、そ
の
存
在
と
変
容
の
可
能
性

を
良
か
れ
悪
し
か
れ
見
て
い
く
こ
と
な

の
で
す
。私
た
ち
は
現
実
に
向
き
合
い
、

今
あ
る
苦
し
み
を
克
服
す
る
た
め
、行

動
に
移
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
に
な

り
ま
す
。

　
何
か
が
上
手
く
い
く
と
い
う
信
念
で

は
な
く
、道
理
に
か
な
っ
た
こ
と
が
起
こ

る
と
い
う
事
実
を
理
解
し
、行
動
し
て
い

く
べ
き
で
す
。行
動
に
移
す
こ
と
で
、結

果
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、動

き
変
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、私
た
ち
仏
教
者
の
心

深
く
に
あ
る
何
か
が
、善
き
こ
と
、や
る

べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
」

と
は
、道
元
禅
師
が
ま
さ
に「
命
に
命
を

与
え
よ
」と
戒
め
ら
れ
た
と
き
言
わ
ん
と

さ
れ
た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
終
末
期
ケ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

近
年
ま
で「
死
」と
い
う
も
の
に
つ
い

て
、西
洋
文
化
に
お
い
て
は
、医
療
の
失

敗
、も
し
く
は
人
生
の
失
敗
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
し
た
。私
も
終
末
期
ケ
ア
の
仕

事
を
始
め
た
ば
か
り
の
当
時
、こ
の
こ
と

が「
希
望
」と
関
係
し
て
い
る
と
は
考
え

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、私
は
現
代
の
医
療
現
場
に

お
い
て
、慈
悲
の
欠
如
を
目
の
当
た
り
に

し
、何
事
に
も
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。終
末
期
の

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
、医
療
従
事

者
を
含
め
た
、全
て
の
苦
し
む
人
た
ち
に

奉
仕
す
る
こ
と
は
義
務
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

死
と
向
き
合
う
こ
と
は
、人
生
の
実

存
的
な
次
元
を
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら

せ
ま
す
。私
自
身
も
死
を
免
れ
ず
、い
つ

か
は
死
と
向
き
合
い
、損
失
と
悲
し
み
と

対
面
す
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
ま
す
。終

末
期
ケ
ア
の
仕
事
を
通
し
て
、本
来
の

自
分
が
向
か
っ
て
い
る
方
向
と
自
身
の

体
験
に
よ
る
学
び
と
が
合
致
し
て
い
る

と
感
じ
た
の
で
、死
に
行
く
人
に
奉
仕
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
悟
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
を
、禅
に
お
い
て「
誓
い
に
よ
っ

て
生
き
る
」と
呼
ぶ
の
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
」と
は
誓
い

に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
は

根
本
的
な
誠
実
さ
と
尊
敬
の
現
れ
だ
と

私
は
後
に
な
っ
て
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
世
界
情
勢
か
ら
み
た
宗
教
者

　
私
達
は
心
理
社
会
的
に
変
化
の
速
い

時
代
に
生
き
、そ
れ
は
軽
蔑・嘘・暴
力・

さ
ら
に
劣
悪
な
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。〝
何

を
や
っ
て
も
無
駄
〞
〝
希
望
が
な
い
〞

と
い
う
感
覚
が
、当
た
り
前
に
な
り
す

ぎ
て
い
る
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。し
か

し
、一
方
で
は
社
会
参
加
仏
教
の
広
が
り

が
世
界
の
様
々
な
場
所
や
社
会
の
様
々

な
セ
ク
タ
ー
で
見
ら
れ
る
な
ど
、素
晴
ら

し
い
時
代
に
も
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま

す
。

　
歴
史
的
に
も
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
多
い
勇

敢
な
時
代
で
あ
り
、私
た
ち
に
と
っ
て
、

問
題
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
、苦
し
み
と

苦
し
み
か
ら
の
解
放
の
両
方
、そ
し
て
無

力
感
と「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
」の
両

方
を
含
む
全
体
を
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。

　

道
元
の
翻
訳
者
で
あ
り
、社
会
活
動

家
で
あ
る
棚
橋
一
晃
先
生
は「
４
つ
の
あ

り
ふ
れ
た
真
実
」と
い
う
教
え
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。そ
れ
は「
智
慧
に
も
と
づ
く

希
望
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
パ
ワ
フ

ル
な
法
則
で
す
。

①
い
か
な
る
状
況
も
変
え
ら
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
な
い

②
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
、優
れ
た
戦
略
、

継
続
し
た
努
力
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変

化
は
も
た
ら
さ
れ
る

③
す
べ
て
の
人
が
違
い
を
生
む
た
め

に
手
助
け
で
き
る

④
誰
も
責
任
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い

　
私
達
に
は
可
能
性
を
責
任
と
共
に
、

無
関
心
で
は
な
く
心
を
注
い
で
生
き

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し

て
誰
も
が
違
い
を
生
む
こ
と
が
で
き
、

だ
れ
も
そ
の
責
任
を
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。

　

死
に
ゆ
く
人
や
苦
し
む
人
に
対
し

て
、最
善
を
尽
く
し
、利
他
の
心
、共
感
、

誠
実
さ
、尊
敬
、熱
心
さ
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。そ
し
て
何
よ

り
も
大
切
な
の
は
、「
慈
悲
の
心
」と「
智

慧
に
も
と
づ
く
希
望
」な
の
で
す
。

　
私
は
、「
希
望
」と
は
素
晴
ら
し
い
勝

利
で
あ
り
、無
力
感
に
対
す
る
勝
利
、

恐
れ
に
対
す
る
勝
利
で
あ
る
と
信
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

私
は
人
生
の
中
で
、多
く
の
苦
し
み

の
現
場
に
関
わ
り
、寄
り
添
っ
て
生
き
て

き
ま
し
た
。1
9
6
0
年
代
に
は
反
戦
運

動
・
公
民
権
運
動
に
活
動
家
と
し
て
関

わ
り
、
50
年
間
、病
院
で
亡
く
な
っ
て
い

く
人
々
の
世
話
を
し
、医
療
従
事
者
に

訓
練
を
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
他
に
も
、死
刑
囚
の
た
め
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
き
、ヒ
マ
ラ
ヤ
奥

地
の
診
療
所
で
は
奉
仕
活
動
を
続
け
、

ど
の
国
か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
と
と
も
に
カ
ト
マ
ン
ズ

で
働
く
な
ど
、多
く
の
現
場
で
関
っ
て
き

ま
し
た
。

　
な
ぜ
、そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か

と
疑
問
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、私
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、終

末
期
ケ
ア
の
現
状
や
活
動
に
焦
点
を
当

て
、個
人
の
意
識
お
よ
び
社
会
変
革
の

方
法
と
し
て
の「
智
慧
に
も
と
づ
く
希

望
」に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。            

　　
希
望
と
は

　
ま
ず「
希
望
」は
全
て
が
上
手
く
い
く

と
い
う
信
念
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
希
望
」

は
欲
望
に
基
づ
い
て
お
り
、実
際
に
起
こ

り
え
る
こ
と
と
は
異
な
る
結
果
を
望
む

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。望
み
が
叶
わ

な
い
こ
と
は
不
幸
と
し
て
経
験
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

　
は
じ
め
に「
希
望
」は
、全
て
が
上
手
く

い
く
と
考
え
る
楽
観
主
義
で
は
な
い
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。楽

観
主
義
者
は
全
て
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結

果
に
な
る
と
想
像
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
見
方
は
と
て
も
危
険
で
あ
る
と
私

は
考
え
ま
す
。楽
観
主
義
者
と
い
う
の

は
、構
わ
な
く
て
も
、何
も
行
動
し
な
く

て
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、同
時
に
、物
事
が
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
場
合
、冷
笑
的
に
な
っ
た
り
、

何
を
や
っ
て
も
無
駄
だ
と
感
じ
た
り
し

が
ち
で
す
。

　
ま
た
、全
て
が
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
と
考
え
る
悲
観
主
義
が
抱
く
思
想

と
も
正
反
対
で
す
。悲
観
主
義
者
は
憂

鬱
な
虚
無
感
、も
し
く
は
冷
笑
的
な
見

方
か
ら
来
る
無
関
心
を
拠
り
所
と
し
て

い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、楽
観
主
義
者
も
悲
観
主
義

者
も
〝
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
〞
自
体
か

ら
責
任
逃
れ
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
楽
観
的
で
も
な
く
悲
観
的

で
も
な
い「
希
望
」と
は
な
ん
な
の
か
。ア

メ
リ
カ
の
小
説
家
バ
ー
バ
ラ・キ
ン
グ
ソ

ル
バ
ー
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
ま
す
。

　
あ
る
冬
の
厳
し
い
情
景
が
目
の
前
に

あ
り
ま
す
。悲
観
主
義
者
は「
恐
ろ
し
い

冬
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。み
ん
な
死
ぬ
で

し
ょ
う
」と
言
い
、楽
観
主
義
者
は「
き
っ

と
大
丈
夫
で
す
。そ
ん
な
に
酷
く
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
」と
言
う
で
し
ょ
う
。 

一

方
、「
希
望
」を
抱
く
人
は「
2
月
に
ま
だ

生
き
残
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
、念
の
た
め
、じ
ゃ
が
い
も
を

地
下
室
に
置
い
て
お
き
ま
す
」と
言
う
の

で
す
。「
希
望
」と
は
、抵
抗
の
一
つ
の
あ

り
か
た
で
あ
り
、育
て
る
こ
と
の
で
き
る

才
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
仏
教
の
視
点
か
ら「
希
望
」を
解
釈
す

れ
ば
、そ
れ
が
不
確
実
の
状
態
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。実

際
、何
が
本
当
に
起
こ
る
か
な
ん
て
、ど

う
や
っ
て
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
と
は

　
次
は「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
」に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
」と
は
、も
の
ご

と
を
現
実
離
れ
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
に
見
た
う
え
で
、「
無
常
」と

い
う
真
実
や
、「
苦
」と
い
う
真
実
を
認
め

い
ま
求
め
ら
れ
る
、「
智
慧
に
も
と
づ
く
希
望
と
は
」

基
調
講
演

ジ
ョ
ア
ン・ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
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世界仏教徒会議 日本大会を終えて

　平素より本会活動にご理解とご協力を頂戴し、誠にありがとうございます。
　11月5日～9日に開催致しました、第29回WFB世界仏教徒会議・第20回WFBY世界仏教徒青年会議・第11回世界仏教徒大学会議 日
本大会に、国内外より多くのご臨席を賜りましたこと、衷心より御礼申し上げます。
　本大会では「Compassion in Action （慈悲の行動）」をテーマに掲げ、世界各国の仏教徒とともに各種常設委員会において議論を
重ねてきました。世界各地で起こる自然災害での被災によって困難な生活を送る方々、また経済的な困窮により苦しむ方々、差別を
受け悲しみの中にいる方々など世界に目を向けると様々な問題が山積しております。これらの問題を受け、大会成果として「2018年
東京宣言」を発表致しました。
　日本においては高齢化が急速に進み、人口減少などにより様々な問題が起きております。2040年までは死亡人口が増加し続けるこ
とから、その方々をケアし、看取るまでが難しくなってきています。本会では、特に過疎の地域に住む人々への支援やケアを通して、
慈悲をかたちでお伝えできるよう加盟団体の活動を支援してまいります。また2011年の東日本大震災によって引き起こされた、原発
事故の教訓である再生可能エネルギー資源の利用や無駄な消費の削減など、環境に責任をもつライフスタイルで「少欲知足」を実現
していきます。本大会で得た経験を今この時から、日々の生活の中で実践して参りましょう。
　伝統仏教会の連合体である本会の役割を果たすべく、今後とも皆様のご理解、ご協力を賜れば幸いでございます。

　
休
憩
を
は
さ
み
、根
本
紹
徹
師（
臨
済
宗

妙
心
寺
派
僧
侶
）と
久
間
泰
弘
師（
曹
洞
宗

僧
侶
）の
両
名
か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

実
体
験
を
通
し
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
若
者
を
中
心
に
自
死
防
止
相
談
活
動

を
行
う
根
本
師
は「
日
本
に
お
け
る
若
者

の
死
因
一
位
が
自
殺
で
す
」と
現
状
を
語

り
、〝
希
望
〞
が
持
て
な
い
若
者
に
対
し

て「
自
殺
念
慮
者
の
共
通
点
は
孤
独
感
に

帰
着
す
る
」と
理
由
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
そ
の
こ
と
か
ら「
近
年
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
変
化
し

て
い
る
」と
状
況
悪
化
の
原
因
に
つ
い
て

論
じ
、そ
う
し
た
対
策
と
し
て「
専
門
家

が
対
応
す
る
よ
り
も
、一
緒
に
悩
め
る
仲

間
が
必
要
」と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
以
来
、被
災
地
の
復
興
支
援
活
動

に
従
事
さ
れ
て
い
る
久
間
師
は「
7
年
経
っ

た
東
日
本
大
震
災
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
強
く
語
り
、今
な
お
続
く
被
災
地
の
現

状
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。特
に
福
島
県
の

子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

震
災
に
関
し
て
〝
風
化
〞
と
〝
無
関
心
〞

へ
の
危
機
感
を
訴
え
、「
世
間
が
忘
れ
て
い

く
大
切
な
も
の
を
喚
起
し
続
け
る
こ
と
が

宗
教
者
と
し
て
の
使
命
で
は
な
い
か
」と
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
で
あ

り
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
で
も
あ
る

ケ
ネ
ス・タ
ナ
カ
師
と
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
戸
松
本
会
事
務
総
長
を
交

え
て
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

タ
ナ
カ
師
は
3
名
の
ス
ピ
ー
チ
に
つ

い
て「
物
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
の
が

仏
教
の
教
え
で
あ
り
、み
な
さ
ん
は
た
だ

物
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
だ
け
で
は

な
く
、各
々
が
で
き
る
か
た
ち
で
行
動
に

移
さ
れ
ま
し
た
。自
利
利
他
の
精
神
を

も
っ
て
、仏
教
者
と
し
て
行
動
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
に
終
わ
り
、参
加

者
か
ら
の
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
い
な
か
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、同
会
場
に
て
閉
会
式
典
を

行
い
ま
し
た
。開
式
に
先
立
ち
、タ
イ
国

王
ラ
ー
マ
十
世
よ
り
拝
受
し
た
祝
辞
を

駐
日
タ
イ
国
特
命
全
権
大
使
バ
ン
サ
ー

ン・
ブ
ン
ナ
ー
ク
閣
下
に
、タ
イ
国
プ
ラ

ユ
ッ
ト・ケ
ャ
ン
オ
チ
ャ
首
相
の
祝
辞
を

W
F
B
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

タ
ネ
ル・ス
チ
ャ

リ
ク
ル
博
士
に
そ
れ
ぞ
れ
代
読
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、釜
田
本
会
理
事
長
が
挨
拶
を
述

べ
、小
林
W
F
B
副
会
長
、シ
ャ
カ
ヤ
W
B
U

学
長
、村
山
W
F
B
Y
会
長
そ
れ
ぞ
れ
に
、

会
議
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た「
2
0
1
8
年

東
京
宣
言
」に
基
づ
く
今
後
の
目
標
と
、各

セ
ン
タ
ー
代
表
者
と
出
席
者
へ
の
慰
労
と

感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、パ
ロ
ッ
プ
W
F
B
事
務
総
長

と
釜
田
本
会
理
事
長
の
両
名
に
登
壇
い
た

だ
き
、日
本
大
会
主
催
者
で
あ
る
W
F
B

日
本
セ
ン
タ
ー
よ
り
W
F
B
本
部
へ
大
会

旗
返
還
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
大
会
旗
は
、次
回
開
催
を
予
定
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。韓

国
で
開
催
さ
れ
た
前
回
大
会
後
よ
り
２

年
間
に
わ
た
っ
て
お
預
か
り
し
て
い
た
大

会
旗
を
、釜
田
本
会
理
事
長
よ
り
パ
ロ
ッ

プ
W
F
B
事
務
総
長
の
手
に
返
還
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、閉
会
式
典
が
閉
式
し
、

W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
は

無
事
に
円
成
い
た
し
ま
し
た
。

大会旗をWFB本部へ返還

シンポジウム登壇者

（公財）全日本仏教会事務総長　戸松義晴
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本会からの報告

第2回花まつりデザイン大賞発表！
今回も「第2回花まつりデザイン募集」に多数のご応募をいただき、ありがとうございました。
全国から256点の作品を応募いただき、4歳から70歳以上という幅広い年代の方々にご参加いただきました。
10月に審査会を開催し、今年の大賞作品を決定しました。

森友　典子さん
もりとも のり こ

「花まつり」

ポスター大賞作品

一人でも多くの方に、この美しい灌仏
会（花まつり）という行事を知ってい
ただき、参加していただく一助になれ
たら嬉しいです。
クリスマスが光の祭典ならば、灌仏会
は花の祭典として、世間一般に広がっ
ていくことを祈っております。クリス
マスに負けるな！？

まさかの受賞でビックリです。
自分の中での花祭りが描けたかなぁと
思っております。「愛しさ」「優しさ」「慈
しみ」・・・現実は色々難しいものですが。
この絵を見て、少しでも気持ちが和らい
でもらえたら幸いです！

大賞の連絡を頂いた時はビックリし
て夢かと思いました。
この絵を見てたくさんの人がお花ま
つりに親しみを持って下さり、優しい
心が広がってくれると嬉しいです。

まさか自分の作品が選ばれるとは思
わなかったので、初めは驚きました。
自分の作品が皆さんにパワーを与え
られるものであればと思います！

佐藤　味保さん
さとう み ほ

「素敵なお顔！」

絵はがき大賞作品

2019年に頒布する花まつりポスター・絵はがきは、大賞作品をもとに作成いたしました。
皆さんと一緒にお釈迦さまの誕生日である「花まつり」をお祝いし、盛り上げてまいりましょう！

塩田　恵美子さん
しおた え み こ

絵はがき大賞作品

「みんなの花まつり」

北村　友莉さん
きたむら ゆ り

絵はがき大賞作品

「おてんとうさまと
おしゃかさま」

TO P I X

日
　
　
時
：
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日

　
　
　
　  

午
後
三
時
〜

会
　
　
場：浄
土
宗
教
化
研
修
会
館

出
席
理
事：十
五
名（
二
十
名
中
）

出
席
監
事：二
名（
二
名
中
）

議
　
　
長：釡
田
隆
文

○
議
案：

第
一
号
　
熊
本
県
仏
教
会
の
本
会
加
盟
に
　

　
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　
は
じ
め
に
和
多
総
務
部
長
よ
り
熊
本
県
仏

教
会
設
立
に
至
る
経
緯
を
説
明
。

　「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、指
定
寄
附
金

制
度
に
関
す
る
説
明
会
が
同
年
十
一
月
九
日

に
本
願
寺
熊
本
別
院
に
て
開
催
さ
れ
た
。ま

た
、同
所
に
お
い
て
、熊
本
県
内
の
各
宗
派
代

表
者
が
集
ま
り
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。連

絡
会
の
中
で
、宗
派
か
ら
の
救
援
の
手
は
出

さ
れ
て
い
る
が
、地
域
と
し
て
の
繋
が
り
を

持
つ
こ
と
で
、よ
り
有
効
な
救
援
活
動
を
行

え
る
こ
と
を
期
待
す
る
声
が
あ
が
り
、こ
の

連
絡
会
を
契
機
に
熊
本
県
に
仏
教
会
を
設
立

を
と
い
う
声
も
あ
が
っ
た
。同
連
絡
会
に
出

席
し
て
い
た
本
会
事
務
総
局
も
設
立
に
向
か

う
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
申
し
出

た
。そ
の
後
、五
回
の
設
立
準
備
会
開
催
を
経

て
、平
成
三
十
年
十
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

第
五
回
設
立
準
備
会
に
お
い
て
、熊
本
県
仏

教
会
が
発
足
し
、同
準
備
会
で
本
会
へ
の
加

盟
申
請
に
つ
い
て
も
全
会
一
致
に
よ
る
賛
同

が
集
ま
り
、加
盟
申
請
が
届
い
た
」

　
　

　
釡
田
議
長
に
よ
り
本
案
件
に
つ
い
て
賛
否
を

諮
り
、原
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

○
協
議
事
項：

第
一
号
　
二
〇
一
九（
平
成
三
十
一
）年
度
事
業

　
計
画
大
綱（
案
）に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る
件

第
二
号
　
二
〇
一
九（
平
成
三
十
一
）年
度
予

　
算
大
綱（
案
）に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る
件

　
釡
田
議
長
に
よ
り
本
案
件
に
つ
い
て
賛
否

を
諮
り
、原
案
通
り
全
会
一
致
で
賛
同
さ
れ
た
。

○
報
告
事
項：

第
一
号
　
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に

　
関
す
る
報
告

第
二
号
　
各
部
報
告

【
財
務
部
】

財
務
改
善
・
休
会
等
の
加
盟
団
体
へ
の
対
応
・

関
係
強
化
、財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
勧

募
、平
成
三
十
年
度
救
援
基
金
、大
蔵
経
運
営

事
業
支
援
、賛
助
会
員
、頒
布
品
、税
金
な
ん
で

も
相
談
に
つ
い
て

　
平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
に
熊
本
県
仏
教

会
研
修
会
な
ら
び
に
結
成
祝
賀
会
が
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
熊
本
教
区
教
務
所
と
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
で
開
催

さ
れ
た
。

　
昨
年
十
月
九
日
に
発
足
さ
れ
た
熊
本
県
仏
教

会
は
現
在
、曹
洞
宗
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、真
宗

大
谷
派
、浄
土
宗
、日
蓮
宗
、高
野
山
真
言
宗
、天
台

宗
、荒
尾
市
仏
教
会
、熊
本
市
仏
教
連
合
会
の
九
つ

の
宗
派・地
区
仏
教
会
が
加
盟
。熊
本
県
下
一
一
六

六
カ
寺
の
内
、九
五
五
カ
寺
が
加
入
を
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、加
盟
す
る
宗
派・地
区
仏
教
会
、関
係

団
体
含
め
一
〇
〇
名
を
超
え
る
僧
侶・会
員
ら
が

集
い
、仏
教
会
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

宗
派
を
超
え
て
の
親
睦
を
深
め
た
。

　
研
修
会
で
は
、佐
藤
泰
之
氏（
大
和
証
券
株
式

会
社
営
業
サ
ポ
ー
ト
部
副
部
長・法
人
開
発
課
長

公
益
法
人
担
当
）、戸
松
義
晴
本
会
事
務
総
長
を

そ
れ
ぞ
れ
講
師
に
む
か
え
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

佐
藤
氏
は
、二
〇
一
七
年
度
に
本
会
と
合
同
調
査

し
た「
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
」を
も
と

に「
仏
教
に
関
す
る
意
識
調
査
〜
僧
侶・寺
院
は

社
会
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
か
〜
」、戸
松

事
務
総
長
は「
僧
侶・寺
院
の
未
来
図
」を
テ
ー
マ

に
、そ
れ
ぞ
れ
仏
教
界
の
現
状
を
明
か
し
、こ
れ

か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
会
場
を
移
し
、結
成
祝
賀
会
で
は
始
め
に
晨
利

信
師（
熊
本
県
仏
教
会
会
長
）よ
り
開
会
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
た
。晨
師
は
仏
教
会
設
立
に
至
っ
た
経

緯
を
語
り
、「
仏
法
を
依
り
処
に
共
に
敬
い
、支
え

あ
っ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
」と
熊
本
地
震
か
ら

の
復
興
に
向
け
て
の
決
意
を
固
め
た
。続
い
て
釡

田
隆
文
本
会
理
事
長
が
壇
上
に
上
が
り
、去
る
十

一
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
本
会
理
事
会
に
お
い

て
、本
会
へ
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
旨
を
報
告
し

た
。ま
た
新
た
な
加
盟
団
体
の
誕
生
に
祝
辞
を
述

べ
、あ
わ
せ
て
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
対
し

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
手
交
し
た
。

　
懇
談
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、多
く
の
参

加
者
の
親
睦・交
流
が
図
ら
れ
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
、海
岸
秀
道
師（
熊
本
県
仏
教

会
副
会
長
）よ
り
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、今
後
の
仏

教
会
の
充
実
に
つ
い
て
力
強
く
語
り
、祝
賀
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

【
社
会・人
権
部
】

社
会・人
権
審
議
会
、人
権
セ
ミ
ナ
ー
、加

盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
、人
権
問
題

連
絡
協
議
会
、仏
教
懇
話
会
に
つ
い
て

【
広
報
文
化
部
】

加
盟
団
体
情
報
の
集
約
及
び
社
会
へ
の

発
信
強
化
、加
盟
団
体
と
本
会
と
の
情
報

共
有
、広
報
の
質
の
向
上
、機
関
誌「
全

仏
」の
発
行
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
運
用
、六
十
周
年
サ
イ

ト
の
更
新
、マ
ス
コ
ミ
と
の
情
報
交
換
、

花
ま
つ
り
デ
ザ
イ
ン
公
募
の
実
施
、仏
教

に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
、広
報
委
員

会
、記
念
誌
編
纂
部
会
に
つ
い
て

【
国
際
部
】

第
三
十
六
回
韓
日
・
日
韓
仏
教
文
化
交
流

法
住
寺
大
会
、財
団
創
立
六
十
周
年
記
念

事
業「
第
二
十
九
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒

会
議
・
第
二
十
回
W
F
B
Y
世
界
仏
教
徒

青
年
会
議
・
第
十
一
回
W
B
U
世
界
仏
教

徒
大
学
会
議 

日
本
大
会
」部
会
、財
団
創

立
六
十
周
年
記
念
事
業 

「
第
二
十
九
回

W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
・
第
二
十
回

W
F
B
Y
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
・
第
十

一
回
W
B
U
世
界
仏
教
徒
大
学
会
議 

日

本
大
会
」に
つ
い
て

J A P AN  B UDDH I S T  F E D E R A T I ON

第
二
十
三
回
理
事
会
開
催

熊
本
県
仏
教
会
研
修
会

な
ら
び
に
結
成
祝
賀
会
が

開
催

左：晨利信師（熊本県仏教会会長）　右：釡田隆文（本会理事長）
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新年お慶び申し上げます 新年お慶び申し上げます
〒
648
│

0211
高
野
山
真
言
宗

総
本
山
金
剛
峯
寺

座　
　
　

主

管　
　
　

長

葛 

西　

光 

義

執　

行　

長

宗 

務 

総 

長

添 

田　

隆 

昭

執　
　
　

行

総 

務 

部 

長

長
谷
部
真 

道

執　
　
　

行

教 

学 

部 

長

国 

際 

局 

長

橋 

本　

真 

人

執　
　
　

行

法 

会 

部 

長

信 

徒 

局 

長

佐 

伯　

公 

応

執　
　
　

行

財 

務 

部 

長

岡 

部　

観 

栄

執　
　
　

行

山 

林 

部 

長

総
長
公
室
長

山 

口　

文 

章

教　

学　

部

次　
　
　

長

丹 

羽　

義 

寛

内　

事　

長

加 

藤　

栄 

俊

社 

会 

人 

権

局　
　
　

長

佐
々
木
基 

文

奥
之
院
維
那

仁 

賀　

大 

善

伽 

藍 

維 

那

東　
　

 

伸 

光

京
都
別
院
主
監

京
都
宗
務
出
張
所

所　
　
　

長

柏 

田　

良 

辯

                

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
一
三
二

T
E
L   

〇
七
三
六
（
五
六
）
二
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
三
六
（
五
六
）
四
六
四
〇

http://w
w
w
.koyasan.or.jp/

東
京
別
院
主
監

東
京
宗
務
出
張
所

所　
　
　

長
　

 

瀬　

義 

仙

黄

〒
616
│

8035
臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

            

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

T
E
L   

〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

http://w
w
w
.m
yoshinji.or.jp/

管　
　
　

長

小 

倉　

宗 

俊

宗 

務 

総 

長

栗 

原　

正 

雄

総 

務 

部 

長

花 

園 

会 

館

部 

長 

（
兼
）

上 

沼　

雅 

龍

教 

学 

部 

長

野 

口　

善 

敬

財 

務 

部 

長

澤 

田　

慈 

明

花　

園　

会

本　

部　

長

古 

山　

敬 

光

法 

務 

部 

長

吹 

田　

良 

忠

〒
520
│

0113
天
台
宗

森 

川　

宏 

映 

            

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号

T
E
L   

〇
七
七
（
五
七
九
）
〇
〇
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
（
五
七
九
）
二
五
一
六

http://w
w
w
.tendai.or.jp/

天 

台 

座 

主

杜 

多　

道 

雄

宗 

務 

総 

長

寺 

本　

亮 

洞

参　
　
　

務

総 

務 

部 

長

浅 

野　

玄 

航

参　
　
　

務

法 

人 

部 

長

甘 

井　

亮 

淳

参　
　
　

務

財 

務 

部 

長

森 

田　

源 

真

参　
　
　

務

教 

学 

部 

長

林　
　

 

光 

俊

参　
　
　

務

社 

会 

部 

長

森 

定　

慈 

仁

参　
　
　

務

一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長

 

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

～ 山川草木みなほとけ ～

〒
605
│

0951 真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

総
本
山
智
積
院
法
務
所

管　
　
　

長

化　
　
　

主

小 

峰 

一 

允

宗 

務 

総 

長

寺　

務　

長

芙 

蓉　

良 

英

総 

務 

部 

長

執　
　
　

事

馬 

場　

修 

任

教 

学 

部 

長

執　
　
　

事

高 

麗　

行 

真

教 

化 

部 

長

執　
　
　

事

笹 

沼　

弘 

憲

法 

務 

部 

長

執　
　
　

事

三 

神　

栄 

法

財 

務 

部 

長

執　
　
　

事

久
保
田
剛
士

宗
務
出
張
所
長

別 

院 

執 

事

近 

藤　

昌 

俊

　
　
　
　

京
都
市
東
山
区
東
大
路
七
条
下
ル

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
瓦
町
九
六
四

T
E
L   

〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

http://w
w
w
.chisan.or.jp/

　
　
　
　

 

東
京
都
文
京
区
大
塚
五‐

四
〇‐

八

　
　
　
　
　
　
　

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

T
E
L    

〇
三
（
三
九
四
五
）
〇
六
三
九

http://w
w
w
.buzan.or.jp/

〒
112
│

0012
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

管　
　
　

長

化　
　
　

主

田 

代　

弘 
興

宗 

務 

総 

長

星 

野　

英 

紀

総 

務 

部 

長

小 

島　

一 

雄

財 

務 

部 

長

岩 

脇　

彰 

信

教 

務 

部 

長

笹 

岡　

弘 

隆

教 

化 

部 

長

陶 

山　

義 

憲

教
化
セ
ン
タ
ー
長

渡 

会　

瑞 

顕

総
合
研
究
院
院
長

加 

藤　

純 

章

〒
600
│

8501 浄
土
真
宗
本
願
寺
派

石 

上　

智 

康

総　
　
　

長

池 

田　

行 

信

総　
　
　

務

阿 

部　

慶 

一

総　
　
　

務

山 
下　

義 

円

総　
　
　

務

弘 

中　

貴 
之

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

総
合
研
究
所
長

竹 

中　

了 

哲

副　

総　

務

尾 

井　

貴 

童

統
合
企
画
室
長

丘 

山　

願 

海

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

伝
道
本
部（
宗
務
所
）

T
E
L   

〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
三
五
一
）
一
三
七
二

http://w
w
w
.hongw

anji.or.jp/ 

副　

総　

務

子
ど
も
・
若
者
ご
縁

づ
く
り
推
進
室
長

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
る

〒
600
│

8505

宗 

務 

総 

長

参　
　
　

務

儀 

式 

指 

導

研 

究 

所 

長

参　
　
　

務

財　

務　

長

参　
　
　

務

首
都
圏
教
化

推
進
本
部
長

参　
　
　

務

参　
　
　

務　

解 

放 

運 

動

推
進
本
部
長

青 

少 

幼 

年

セ
ン
タ
ー
長

T
E
L   

〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

http://w
w
w
.higashihonganji.or.jp/ 

真
宗
大
谷
派

京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル

常
葉
町
七
五
四

但 

馬　
　

 

弘

木 

全　

和 

博

八 

島　

昭 

雄

藤 

井　

宣 

行　

土 

肥　

人 

史

草 
野　

龍 

子

浄
土
門
主

宗
務
総
長

総 

務 

局 

長

教 

学 

局 

長

財 

務 

局 

長

社
会
国
際
局
長

文 

化 

局 

長

人
権
同
和
室
長

総
長
公
室
長

災
害
対
策
事
務
局
長

社
会
福
祉
推
進

事  

務  

局  

長

浄
土
宗
開
宗
八
百
五
十
年

準
備
事
務
局
長

ぐ　

　
　

  

じ　

く
か

き
い
も
と く

つ
い

〒
605
│

0062

〒
105
│

0011

浄
土
宗
宗
務
庁

　
　
　
　

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇‐

八

T
E
L　

〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ⅹ　

〇
七
五
（
五
三
一
）
五
一
〇
五

　
　
　
　

東
京
都
港
区
芝
公
園
四‐

七‐

四

T
E
L　

〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ⅹ　

〇
三
（
三
四
三
四
）
〇
七
四
四

https://jodo.or.jp 伊 

藤 

唯 

眞

豊 

岡 

鐐 

尓

中 

村　

在 

徹

川 

中　

光 

教

谷 

上　

昌 

賢

杉 

山　

俊 

明

新 

谷　

仁 

海

幸 

島　

正 

導

宮 

林　

雄 

彦

土 

方　

了 

哉

職 

員　

一 

同

管　
　
　

長

宗 

務 

総 

長

伝 

道 

局 

長

総 

務 

局 

長

伝 

道 

部 

長

教 

務 

部 

長

総 

務 

部 

長

財 

務 

部 

長

宗
務
総
長
室
長

参　
　
　

与

参　
　
　

与

　
　
　
　

東
京
都
大
田
区
池
上
一‐

三
二‐

一
五

T
E
L　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

https://w
w
w
.nichiren.or.jp

〒
146
│

8544

菅 

野　

日 

彰

中 

川　

法 

政

塩 

田　

義 

徹

松 

永　

慈 

弘

松 

井　

大 

英

北 

山　

孝 

治

田 

中　

恵 

紳

木 

村　

吉 

孝

木 

内　

隆 

志

三 

原　

正 

資

渡 　
　

義 

生

山 

口　

裕 

光

吉 

田　

顕 

綱
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新年お慶び申し上げます新年お慶び申し上げます
〒
520
│

0113
天
台
真
盛
宗

総
本
山
西
教
寺

管　
　
　

長

貫　
　
　

首

武 

田　

圓 

寵

宗 

務 

総 

長

執　

事　

長

喚 

阿　

宏 
道

教 

学 

部 

長

別 

所　

泰 

広

社 

会 

部 

長

蜂 

谷　

眞 

勝

庶 

務 

部 

長

大 

窪　

功 

真

財 

務 

部 

長

真 

弓　

佳 

章

　
　
　
　

 

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
五‐

一
三‐

一

T
E
L   

〇
七
七
（
五
七
八
）
〇
〇
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
（
五
七
八
）
三
四
一
八

〒
520
│

0036
天
台
寺
門
宗

            

滋
賀
県
大
津
市
園
城
寺
町
二
四
六

T
E
L   

〇
七
七
（
五
二
二
）
五
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
（
五
二
二
）
五
一
二
八

管　
　
　

長

福 

家　

英 

明

宗 

務 

総 

長

村 

上　

法 

照

教 
学 

部 

長

福 

家　

俊 

彦

財 

務 

部 

長

明 
石　

清 

澄

修
験
道
部
長

秋 

田　

幸 
輝

庶 

務 

部 

長

加 

藤　

明 

信

録　
　
　

事

三 

島　

宗 

覚

〒
616
│

8092
総
本
山
仁
和
寺

真
言
宗
御
室
派

            

京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三

T
E
L   

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

http://ninnaji.jp
門　
　
　

跡

管　
　
　

長

瀬 

川　

大 

秀

執　

行　

長

宗 

務 

総 

長

吉 

田　

正 

裕

執　
　
　

行

総 

務 

部 

長

鴨 

井　

智 

峯

執　
　
　

行

教 

学 

部 

長

長 

岡　

誠 

宏

執　
　
　

行

財 

務 

部 

長

大 

石　

隆 

淳

　
　
　
　

   

京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
二

T
E
L    

〇
七
五
（
五
七
一
）
〇
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

〇
七
五
（
五
七
一
）
〇
一
〇
一

http://w
w
w
.daigoji.or.jp

〒
610
│

1325
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

総
本
山
醍
醐
寺
寺
務
所

管　
　
　

長

座　
　
　

主

仲 

田　
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新年お慶び申し上げます新年お慶び申し上げます
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老

今 
井　
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〒
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│
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宗
中
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大
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寺
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澄
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宗
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山
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寺
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長
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澤　
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長
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中　
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瑞

元　
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鈴 

木　
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晶

　
　
　
　

奈
良
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郡
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山
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二
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四
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（
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）
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二
七
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総 

長　
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本　
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信

〒
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│
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東
寺
真
言
宗

　
　
　
　

京
都
市
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区
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条
町
一

　
　
　
　
　
　
　
　

東
寺
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言
宗
宗
務
庁

T
E
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〇
七
五
（
六
七
二
）
三
七
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
六
六
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）
六
八
五
六
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長

法　
　
　

主

堀 

本　

賢 

順

宗 

務 

総 

長

執　

事　

長

櫻 

井　

随 

峰

〒
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│
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〒
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│

0053

〒
617
│

0811
西
山
浄
土
宗

総
本
山
光
明
寺

　
　
　
　

京
都
府
長
岡
京
市
粟
生
西
条
の
内
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六
番
地
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T
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五
（
九
五
五
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〇
〇
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
九
五
三
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二
六
四
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京
別
院
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京
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町
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八
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地
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〇
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九
（
二
三
二
）
四
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
九
（
二
三
二
）
一
四
一
四
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務 

総 

長　

増 

田　

修 

誠

総　
　
　

務

藤 

谷　
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良

総　
　
　

務　
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置　
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徳

法　
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藤　
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〒
251
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0001
時
宗

総
本
山
清
浄
光
寺
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川
県
藤
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西
富
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一
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四
六
六
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二
三
）
七
二
七
六

臨
済
宗
南
禅
寺
派

大
本
山
南
禅
寺
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中 

村　
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峰
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良 

直

内 
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南
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地
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八
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七
七
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）
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五
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Ａ
Ｘ　
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七
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七
七
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六
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田　
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嶺
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総 
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孝
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│
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宗
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四
六
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）
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国
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馬　

賴 
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総 
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順

　
　
　
　

京
都
市
上
京
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入
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〇
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萬
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日 

演
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山
宥
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寺

             

京
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市
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京
区
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Ｔ
Ｅ
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二
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上
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華
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司
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狹 

川　

普 

文

真
言
律
宗
管
長

総
本
山
西
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西
大
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誉
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西
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西
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史
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瓶　
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│
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県
仏
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島
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四
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Ｅ
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〇
二
四
（
九
二
二
）
〇
六
〇
七

Ｆ
Ａ
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田　
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局 

長
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應
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仏
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立
市
西
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二
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塔
寺
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Ｔ
Ｅ
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）
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一
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Ａ
Ｘ　

〇
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四
）
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長
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梅
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十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
立
寺
内

Ｔ
Ｅ
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八
八
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Ｘ　
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八
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二
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仏
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岐
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岐
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新年お慶び申し上げます新年お慶び申し上げます
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仏
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岡
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〇
五

T
E
L   

〇
三
（
五
七
七
二
）
〇
六
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
六
四
三
四
）
〇
一
八
四

http://jbw
f.jp

E-m
ail:info@

jbw
f.jp

理　

事　

 

長　

緑 

谷　

一 

雄

〒
105
│

0011
公
益
社
団
法
人

日
本
仏
教
保
育
協
会

　
　
　
　

東
京
都
港
区
芝
公
園
四-

七-

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
照
会
館
二
階

T
E
L   

〇
三
（
三
四
三
一
）
七
四
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
三
一
）
一
五
一
九

理　

事　

長

倉 

島　

隆 

行

事 

務 

局 

長

内 

藤　

宏 

信

〒
961
│

8001

Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ（
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
）日
本
セ
ン
タ
ー

全
日
本
仏
教
青
年
会

　
　
　
　

福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村

　
　
　
　

          

羽
太
字
狸
屋
敷
一
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
龍
寺
内

T
E
L   

〇
二
四
八
（
二
五
）
三
五
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
四
八
（
二
五
）
三
五
二
六

E-m
ail 　

info@
jyba.ne.jp

U
R
L

　

http://w
w
w
.jyba.ne.jp

事
務
局

理　

事　

長

中 

山　

秀 

成

〒
174
│

0041
日
本
仏
教
鑽
仰
会

　
　
　
　

東
京
都
板
橋
区
舟
渡
四‐

十
五‐

一

T
E
L   

〇
三
（
三
九
六
七
）
三
二
八
八

理　

事　

 

長　

長
谷
川
岱
潤

副
理
事
長

須 

藤　

大 

惠

副
理
事
長

平 

井　

良 

昌

〒
113
│

0033
一
般
社
団
法
人

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

東
京
都
文
京
区
本
郷
一-

四-

六-

二
〇
二

T
E
L   

〇
三
（
三
八
一
三
）
六
五
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
一
三
）
六
七
九
四

〒
210
│

8521
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

会　
　
　

長

藤 

田　

隆 

乗

副　

会　

長

市 

川　

智 

康

副　

会　

長

柴 

田　

哲 

彦

理　

事　

長

西 

郊　

良 

光

事 

務 

総 

長

渡 

邊　

真 

行

　
　
　
　

 

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
師
町
四‐

四
八

　
　
　
　
　

川
崎
大
師
平
間
寺
教
化
部
内

T
E
L   

〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
四
（
二
七
七
）
八
一
六
三

妙
見
宗

真
言
宗
山
階
派

真
言
宗
泉
涌
寺
派

真
言
宗
国
分
寺
派

真
言
宗
犬
鳴
派

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

浄
土
宗
西
山
深
草
派

真
宗
佛
光
寺
派

真
宗
興
正
派

真
宗
木
辺
派

臨
済
宗
建
長
寺
派

臨
済
宗
天
龍
寺
派

臨
済
宗
東
福
寺
派

本
門
法
華
宗

法
相
宗

聖
徳
宗

律
宗

青
森
県
仏
教
会

岩
手
県
仏
教
会

栃
木
県
仏
教
会

群
馬
県
仏
教
連
合
会

千
葉
県
仏
教
会

新
潟
県
仏
教
会

石
川
県
仏
教
会

福
井
県
仏
教
会

長
野
県
仏
教
会

和
歌
山
県
仏
教
会

鳥
取
県
仏
教
連
合
会

（
一
社
）
徳
島
県
仏
教
会

香
川
県
仏
教
会

高
知
県
仏
教
会

福
岡
県
仏
教
連
合
会

長
崎
県
仏
教
連
合
会

熊
本
県
仏
教
会

宮
崎
県
仏
教
連
合
会

沖
縄
県
仏
教
会

（
公
財
）
国
際
仏
教
興
隆
協
会

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

（
公
社
）
在
家
仏
教
協
会
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新年お慶び申し上げます新年お慶び申し上げます

【
特
別
会
員
】

大
本
山
東
福
寺　
　

遠
藤　

楚
石

蓮
華
院
誕
生
寺　
　

川
原　

英
照

尾
道
仏
教
会　
　
　

麻
生　

章
雄

實
相
山
中
央
寺　
　

南
澤　

道
人

信
州
善
光
寺　
　
　

若
麻
績
信
昭

妙
見
閣
寺　
　
　
　

竹
内　

日
祥

一
般
社
団
法
人
仙
台
仏
教
会　

伊
達　

廣
三

壷
阪
山
南
法
華
寺　

常
盤　

勝
範

【
団
体
会
員
】

京
セ
ラ
株
式
会
社
（
電
子
機
器
製
造
）

東
映
株
式
会
社
（
映
画
）

株
式
会
社
カ
ナ
メ
（
建
築
）

大
建
工
業
株
式
会
社 

畳
材
部
（
建
築
）

日
鐵
住
金
建
材
株
式
会
社
（
建
築
）

松
井
建
設
株
式
会
社
（
建
設
）

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社　

城
東
支
社
（
警
備
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社　

広
域
法
人
部
法
人
第
一
課
（
保
険
）

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社
（
保
険
）

大
和
証
券
株
式
会
社 

営
業
サ
ポ
ー
ト
部
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
）

野
村
證
券
株
式
会
社 

金
融
公
共
公
益
法
人
部
（
金
融
）

三
菱
U
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
株
式
会
社
（
金
融
）

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
（
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

株
式
会
社
大
陸
旅
遊
（
旅
行
）

株
式
会
社
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
（
旅
行
）

株
式
会
社
ビ
ー
エ
ス
観
光
（
旅
行
）

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

新
宿
第
一
事
業
部
（
旅
行
）

K
N
T-

C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

グ
ル
ー
プ
事
業
推
進
本
部 

営
業
推
進
本
部
（
旅
行
）

東
日
観
光
株
式
会
社
（
旅
行
）

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
（
旅
行
）

株
式
会
社
わ
ら
び
座
（
旅
館
・
劇
団
）

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
株
式
会
社
（
寺
院
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

い
ち
よ
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
総
合
販
売
）

有
限
会
社
新
宿
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
（
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

株
式
会
社
縁
（
寺
社
仏
閣
総
合
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

８
ｉ
ｎ
ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
株
式
会
社
（
神
社
仏
閣
総
合
経
営
支
援
）

株
式
会
社
東
海
大
阪
レ
ン
タ
ル
（
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ン
タ
ル
）

株
式
会
社
エ
コ
・
マ
イ
ニ
ン
グ
（
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

Ｆ
Ｔ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
（
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

賛
助
会
員

テ
ィ
ケ
イ
ヘ
ン
デ
ル
ア
ー
ト
（
印
刷
）

株
式
会
社
大
洋
社
（
制
作
・
印
刷
）

株
式
会
社
オ
メ
ガ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
翻
訳
、
出
版
物
企
画
・
制
作
）

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
イ
・
テ
ィ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
出
版
物
企
画
・
制
作
）

新
日
本
法
規
出
版
株
式
会
社
（
法
規
図
書
出
版
）

株
式
会
社
廣
済
堂
（
印
刷
・
Ｉ
Ｔ
・
ｗ
ｅ
ｂ
・
求
人
広
告
・
人
材
サ
ー
ビ
ス
）

株
式
会
社
便
利
堂
（
美
術
印
刷
・
企
画
）

有
限
会
社
ル
ン
ビ
ニ
（
保
険
代
理
店
）

ワ
イ
ズ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
（
紅
茶
卸
、
小
売
・
店
舗
経
営
）

株
式
会
社
サ
ン
モ
ト
ヤ
マ
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
輸
入
・
販
売
）

株
式
会
社
サ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ン
（
音
響
バ
リ
ア
フ
リ
ー
開
発
・
製
造
・
販
売
）

株
式
会
社
大
塚
商
会
（
シ
ス
テ
ム
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
販
売
）

株
式
会
社
京
念
珠
刑
部
（
念
珠
製
造
・
販
売
）

株
式
会
社
京
扇
堂
（
扇
子
製
造
・
販
売
）

株
式
会
社
小
堀
（
仏
壇
仏
具
製
造
・
販
売
）

株
式
会
社
若
林
工
芸
舎
（
文
化
財
保
存
修
理
）

株
式
会
社
公
益
社
（
葬
祭
）

株
式
会
社
ダ
イ
セ
イ
（
総
合
商
社
）

株
式
会
社
い
せ
や
（
石
材
業
）

株
式
会
社
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
（
お
寺
の
窓
口
運
営
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
）

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
手
県
葬
祭
業
協
同
組
合

埼
玉
葬
祭
業
協
同
組
合

東
京
都
葬
祭
業
協
同
組
合

神
奈
川
県
葬
祭
業
協
同
組
合

岐
阜
県
葬
祭
業
協
同
組
合

名
古
屋
葬
祭
業
協
同
組
合

愛
知
県
葬
祭
業
協
同
組
合

京
都
中
央
葬
祭
業
協
同
組
合

大
阪
葬
祭
事
業
協
同
組
合

福
岡
県
葬
祭
業
協
同
組
合

長
崎
県
葬
祭
業
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人
全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会

一
般
社
団
法
人
日
本
石
材
産
業
協
会

一
般
社
団
法
人
遺
品
整
理
士
認
定
協
会

一
般
社
団
法
人
Ｌ
Ｏ
Ｓ
相
談
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人
仏
教
検
定
協
会

一
般
社
団
法
人
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｙ 

ｆ
ｏ
ｒ 

（
ｏ
ｎ
ｅ
）

一
般
社
団
法
人
日
本
地
域
振
興
新
聞
社

一
般
財
団
法
人
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

一
般
財
団
法
人
１
０
０
万
人
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

日
本
仏
教
看
護
・
ビ
ハ
ー
ラ
学
会

准
秩
父
観
音
霊
場
三
十
四
札
所

寂
光
院　
　

松
平　

實
胤
（
愛
知
県
）

太
福
寺　
　

佐
久
間
大
道
（
兵
庫
県
）

善
隆
寺　
　

杉
浦　

栄
俊
（
兵
庫
県
）

吉
祥
院　
　

曽
我　

龍
慶
（
兵
庫
県
）

精
明
寺　
　

疋
田　

哲
壽
（
鳥
取
県
）

龍
仙
寺　
　

武
田　

昭
英
（
広
島
県
）

誓
光
寺　
　

村
上　

智
真
（
山
口
県
）

西
光
寺　
　

髙
橋　

篤
法
（
大
分
県
）

渡
邊　
　

永
（
宮
城
県
）

鈴
木　

朝
雄
（
千
葉
県
）

小
川　

昌
美
（
東
京
都
）

北
野　

譲
治
（
東
京
都
）

小
林　
　

昇
（
東
京
都
）

平　

み
き
お
（
東
京
都
）

鳥
居　

邦
夫
（
東
京
都
）

松
村　

朱
実
（
東
京
都
）

天
久
保　

貴
（
神
奈
川
県
）

君
和
田
茂
男
（
神
奈
川
県
）

佐
藤　

泰
之
（
神
奈
川
県
）

中
村
美
津
江
（
神
奈
川
県
）

東
田　

樹
治
（
神
奈
川
県
）

松
田　
　

健
（
神
奈
川
県
）

田
中　

悠
樹
（
長
野
県
）

山
﨑　

忠
征
（
愛
知
県
）

安
田　

容
造
（
京
都
府
）

平
野　

泰
寛
（
和
歌
山
県
）

山
口　

展
弘
（
福
岡
県
）

井
上
美
和
子
（
佐
賀
県
）

塩
月　

光
夫
（
宮
崎
県
）

【
個
人
会
員
】

稲
盛　

和
夫
（
京
セ
ラ
株
式
会
社
名
誉
会
長
）

社
本　

公
一
（
公
認
会
計
士
）

天
性
寺　
　

毛
利　

俊
行
（
山
形
県
）

護
勢
寺　
　

菅
原　

公
宇
（
宮
城
県
）

福
聚
院　
　

伊
達　

廣
三
（
宮
城
県
）

慈
願
寺　
　

池
田　

行
信
（
栃
木
県
）

東
榮
寺　
　

大
森　

篤
史
（
埼
玉
県
）

法
瑠
寺　
　

矢
島　

浄
純
（
埼
玉
県
）

建
福
寺　
　

安
野　

正
樹
（
埼
玉
県
）

光
明
寺　
　

石
上　

智
康
（
千
葉
県
）

萬
福
寺　
　

垣
内　

善
勝
（
東
京
都
）

妙
定
院　
　

小
林　

正
道
（
東
京
都
）

慈
眼
寺　
　

櫻
井　

英
幸
（
東
京
都
）

浄
心
寺　
　

佐
藤　

雅
彦
（
東
京
都
）

信
松
院　
　

西
村　

輝
成
（
東
京
都
）

玉
林
禅
寺　

長
谷　

琢
堂
（
東
京
都
）

慶
安
寺　
　

深
澤　

信
善
（
東
京
都
）

真
照
寺　
　

堀
井　

隆
川
（
東
京
都
）

廣
徳
寺　
　

板
坂　

光
明
（
神
奈
川
県
）

大
蔵
寺　
　

佐
藤　

直
道
（
神
奈
川
県
）

金
蔵
院　
　

眞
田　

有
快
（
神
奈
川
県
）

龍
泉
寺　
　

壽
山　

良
光
（
神
奈
川
県
）

圓
満
寺　
　

西
郊　

良
光
（
神
奈
川
県
）

正
泉
寺　
　

野
澤　

隆
幸
（
神
奈
川
県
）

清
水
寺　
　

久
喜　

和
裕
（
神
奈
川
県
）

重
蓮
寺　
　

関
﨑　

幸
孝
（
新
潟
県
）

玄
向
寺　
　

荻
須　

眞
教
（
長
野
県
）

本
光
寺　
　

木
村　

光
正
（
静
岡
県
）

赤
松　

広
隆
（
衆
議
院
議
員
）

荒
井　
　

聰
（
衆
議
院
議
員
）

岩
屋　
　

毅
（
衆
議
院
議
員
）

枝
野　

幸
男
（
衆
議
院
議
員
）

大
塚　

高
司
（
衆
議
院
議
員
）

大
串　

博
志
（
衆
議
院
議
員
）

金
子　

恭
之
（
衆
議
院
議
員
）

上
川　

陽
子
（
衆
議
院
議
員
）

河
村　

建
夫
（
衆
議
院
議
員
）

小
島　

敏
文
（
衆
議
院
議
員
）

佐
藤
ゆ
か
り
（
衆
議
院
議
員
）

関　
　

芳
弘
（
衆
議
院
議
員
）

高
市　

早
苗
（
衆
議
院
議
員
）

野
田　
　

毅
（
衆
議
院
議
員
）

原
口　

一
博
（
衆
議
院
議
員
）

平
沢　

勝
栄
（
衆
議
院
議
員
）

前
原　

誠
司
（
衆
議
院
議
員
）

牧
島
か
れ
ん
（
衆
議
院
議
員
）

松
本　

剛
明
（
衆
議
院
議
員
）

松
本　

文
明
（
衆
議
院
議
員
）

三
原　

朝
彦
（
衆
議
院
議
員
）

大
塚　

耕
平
（
参
議
院
議
員
）

大
野　

元
裕
（
参
議
院
議
員
）

片
山
さ
つ
き
（
参
議
院
議
員
）

斎
藤　

嘉
隆
（
参
議
院
議
員
）

武
見　

敬
三
（
参
議
院
議
員
）

中
川　

雅
治
（
参
議
院
議
員
）

中
山　

恭
子
（
参
議
院
議
員
）

二
之
湯　

智
（
参
議
院
議
員
）

白　
　

眞
勲
（
参
議
院
議
員
）

福
山　

哲
郎
（
参
議
院
議
員
）

早
坂　

義
弘
（
東
京
都
議
会
議
員
）

浅
尾
慶
一
郎
（
元
衆
議
院
議
員
）

楠
田　

大
蔵
（
元
衆
議
院
議
員
）

高
村　

正
彦
（
元
衆
議
院
議
員
）

今
野　

智
博
（
元
衆
議
院
議
員
）

髙
木　

義
明
（
元
衆
議
院
議
員
）

田
島　

一
成
（
元
衆
議
院
議
員
）

保
利　

耕
輔
（
元
衆
議
院
議
員
）

松
木　

謙
公
（
元
衆
議
院
議
員
）

岩
城　

光
英
（
元
参
議
院
議
員
）

佐
藤　

公
治
（
元
参
議
院
議
員
）

佐
藤　

泰
介
（
元
参
議
院
議
員
）

鈴
木　
　

寛
（
元
参
議
院
議
員
）

鈴
木　

政
二
（
元
参
議
院
議
員
）

田
名
部
匡
省
（
元
参
議
院
議
員
）

谷
川　

秀
善
（
元
参
議
院
議
員
）

藤
谷　

光
信
（
元
参
議
院
議
員
）

12月14日時点（敬称略・順不同）
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現
代
社
会
で
急
速
に
広
が
っ
た
言
葉
の
一

つ
に「
老
害
」が
あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ス
ラ
ン
グ
に
近

く
、気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

で
す
が
倫
理
・
道
徳
的
な
観
点
は
横
に
置

き
、老
い
る
こ
と
が
な
ぜ
侮
蔑
の
対
象
と
な
っ

て
き
た
の
か
。こ
こ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。

　
ひ
と
つ
は
年
配
者
の
数
が
急
速
に
増
え
て

い
る
こ
と
で
す
。1
0
0
年
生
き
る
人
間
が
滅

多
に
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、長
寿
自
体
が
憧

憬
の
対
象
で
し
た
。し
か
し
そ
れ
が
あ
り
ふ
れ

た
存
在
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、世
間
か
ら
そ
の

気
持
ち
は
薄
ら
い
で
い
ま
す
。

　
ま
た
高
齢
者
の
人
口
比
率
が
高
く
な
り
、こ

の
世
代
の
意
見
が
政
治
に
過
剰
に
反
映
さ
れ

や
す
く
な
る「
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」も

問
題
に
な
り
ま
し
た
。年
金
受
給
額
の
世
代
格

差
も
深
刻
で
、若
者
か
ら
見
た
年
配
者
は
搾
取

さ
れ
る
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、私
は
一
生
使
え
る
ス
キ

ル
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。言
う
な
れ
ば
、知
識
や
経
験
を

積
み
上
げ
る
価
値
が
失
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
知
識
や
経
験
に
価
値
が
無
く
な
っ
た
と
言

え
ば
、目
を
む
い
て
怒
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。で
す
が
私
の
周
り
で
は
カ
メ
ラ
マ
ン

が
象
徴
的
で
す
が
、誰
も
が
ス
マ
ホ
を
手
に
持

つ
現
代
で
は
、写
真
が
撮
れ
る
だ
け
で
仕
事
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
世
界
も
日
進
月
歩
で

す
。私
は
以
前
、シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、入
社
し
て

２
年
目
に
は
ひ
と
つ
の
分
野
で
社
内
ト
ッ
プ
の

知
識
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
私
が
す

ご
い
の
で
は
な
く
、社
内
で
誰
も
触
っ
た
こ
と

が
な
い
シ
ス
テ
ム
を
任
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　
昔
の
職
人
で
あ
れ
ば
5
0
年
か
け
て
磨
き

上
げ
た
技
術
は
、後
進
に
対
し
て
圧
倒
的
な
優

位
を
誇
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　
で
す
が
社
会
の
変
革
が
急
速
に
進
む
今
で

は
、新
し
い
や
り
方
は
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
大
切
に
な
る
の
は
知
識
や
経
験

を
定
期
的
に
捨
て
る
こ
と
で
、そ
れ
が
で
き
ず

に
い
る
人
を「
老
害
」と
呼
ぶ
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
般
若
心
経
の
中
身
は
、百
年
経
っ
て
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
お
寺
の
外
で
は
そ
の
く
ら

い
根
幹
的
な
も
の
さ
え
、当
た
り
前
の
よ
う
に

刷
新
さ
れ
ま
す
。お
経
を
３
年
ご
と
に
ゼ
ロ
か

ら
覚
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、

知
識
や
経
験
の
あ
る
人
ほ
ど
混
乱
が
生
じ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
私
は
日
本
で
も
お
坊
さ
ん
の
話
を
聞
い
た

数
、そ
れ
も
宗
派
問
わ
ず
多
様
な
お
寺
で
聞
い

た
数
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。そ

の
中
で
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、「
法
話
が
心
に

届
か
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
原
因
は
何
か
を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。お
坊
さ
ん
た
ち
は
常
人
に
は
計
り
知
れ

な
い
修
行
を
さ
れ
、様
々
な
仏
様
の
教
え
に
精

通
し
て
い
ま
す
。多
く
の
檀
家
さ
ん
と
向
き
合

い
、強
固
な
信
頼
も
得
て
い
ま
す
。人
間
と
し

て
も
世
間
で
騒
が
れ
る
よ
う
な
、強
欲
だ
っ
た

り
横
柄
な
態
度
の
方
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
人
前
に
立
っ
て
利
害
関
係
の

な
い
人
間
に
話
を
す
る
に
は
、圧
倒
的
に
何
か

が
足
り
な
い
の
で
す
。

　
私
は
そ
れ
は
、お
坊
さ
ん
の
背
中
が
見
え
な

い
た
め
だ
と
感
じ
ま
し
た
。も
う
少
し
噛
み
砕

く
と
、仏
教
を
土
台
に
し
て
、お
坊
さ
ん
が
ど

の
よ
う
に
困
難
に
向
か
っ
て
い
る
か
が
伝

わ
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
仏
教
と
は
人
生
に
対
す
る
智
慧
の
固
ま
り

だ
と
、世
間
で
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
う

で
あ
れ
ば
僧
侶
は
生
き
る
こ
と
の
専
門
家
で

な
け
れ
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。

　
お
坊
さ
ん
か
ら
は「
僧
侶
だ
っ
て
人
間
だ
も

の
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。し
か
し

私
は
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い
立
場
に
い
る
の
が

僧
侶
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
温
も
り
の
あ
る「
人
間
ら
し
さ
」は
必
要
で

す
。し
か
し「
人
間
だ
も
の
」は
不
要
で
す
。お

坊
さ
ん
は
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
通

常
の
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
、そ
れ
ほ
ど
特

殊
な
存
在
で
す
。

　
私
た
ち
が
法
話
に
耳
を
傾
け
る
の
は
、そ
こ

に
人
生
を
引
っ
張
る
何
か
が
あ
る
と
期
待
し

て
い
る
か
ら
で
す
。心
の
奥
の
奥
に
あ
る
悩
み

を
吐
露
し
た
り
、亡
く
な
っ
た
家
族
の
葬
儀
や

法
要
を
お
願
い
す
る
の
も
、常
人
と
は
一
線
を

画
し
た
超
人
だ
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
お
坊
さ
ん
が
仏
教
を
広
め
た
い
の
で
あ
れ

ば
、仏
教
は
良
い
も
の
な
の
だ
と
背
中
で
証
明

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。万
人
に
出
来
な
い
こ

と
に
立
ち
向
か
い
、理
想
に
向
け
て
事
を
成
し

遂
げ
て
い
く
。仏
道
を
歩
ん
で
い
る
人
間
は
違

う
。そ
う
思
わ
れ
て
や
っ
と
、生
き
る
こ
と
の

専
門
性
が
発
揮
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
最
も
わ
か
り
や
す
い
形
で

示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
前
例
の
な
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
」こ
と
で
す
。

　
少
し
皮
肉
め
い
た
こ
と
を
言
え
ば
、私
は
諸

行
無
常
か
ら
最
も

遠
い
と
こ
ろ
に
あ

る
の
が
お
寺
で
は

な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
れ
は

お
坊
さ
ん
が
悪
い

の
で
は
な
く
世
間

か
ら
位
置
付
け
ら

れ
た
面
も
あ
り
ま

す
が
、お
寺
に
は

永
続
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
知
識
や
経
験
を
捨
て
去
る
こ
と
を

常
に
求
め
ら
れ
る
社
会
と
、悠
久
の
仏
教
を
見

比
べ
た
時
に
、こ
の
諸
行
無
常
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

　
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
手
放
し
た
り
、未

知
の
手
法
に
飛
び
込
む
こ
と
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。や
り
方
を
変
え
れ
ば
軋
轢
が
生
じ

ま
す
し
、短
期
的
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
大

き
く
落
ち
ま
す
。

　
し
か
し
私
た
ち
お
寺
の
外
に
い
る
人
間
は
、

自
分
を
変
え
る
こ
と
を
怖
れ
る
お
坊
さ
ん
に
、

人
生
を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
は
思
わ

な
い
の
で
す
。

　
先
日
、と
あ
る
お
寺
の
副
住
職
か
ら
相
談
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
住
職

（
親
）が
引
退
し
て
自
分
の
代
に
変
わ
る
ま
で
、

新
し
い
こ
と
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
お
話

で
す
。

　
「
副
住
職
は
服
従
職
で
す
か
ら
」な
ん
て
ダ

ジ
ャ
レ
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
そ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
檀
家
数
減
少
時
代
を
考
え
る
」と
い
う

テ
ー
マ
で
、こ
こ
ま
で
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
か
せ

て
頂
い
た
の
は
、お
寺
に
未
曽
有
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
住
職
が
引
退
し
て
、そ
の
時
に
お
寺
が
に
っ

ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

た
ら
、そ
の
時
点
で
前
住
職
に
詰
め
寄
っ
て
も

後
の
祭
り
で
す
。

　
長
い
時
間
を
経
て
今
に
残
さ
れ
て
き
た
お

寺
に
は
、先
人
の

想
い
や
苦
労
も
詰

ま
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。中
に
は

歴
史
の
中
で
何
度

も
危
機
を
乗
り
越

え
、血
を
吐
く
想

い
で
守
ら
れ
て
き

た
お
寺
だ
っ
て
あ

る
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
を
思
え
ば
、時
間
に
余
裕
が
あ
る
う
ち

に
断
ら
れ
て
も
無
視
さ
れ
て
も
変
化
を
生
み

出
す
気
概
が
な
け
れ
ば
、き
っ
と
将
来
的
に
待

ち
受
け
る
さ
ら
に
厳
し
い
局
面
に
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
宿
坊
や
仏
前
結
婚
式
を
作
り
上
げ
る
道
も

あ
り
ま
す
し
、新
た
な
社
会
問
題
に
身
を
乗
り

出
し
た
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
の
方

法
は
、こ
こ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
は
仏
教
を
伝
え
る
上
で
も
、お
寺
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
上
で
も
、前
例
の
な
い
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
大
切
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
れ
を
根
性
論
だ
け
で
語
る
の
も

無
責
任
な
た
め
、最
後
に
私
自
身
が
行
っ
て
い

る
新
し
い
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
技
術
を
紹

介
し
ま
す
。

○
10
年
後
に
死
ぬ
こ
と
を
意
識
す
る

○
１
万
人
に
一
人
の
圧
倒
的
な
人
に
会
い
に

行
く

○
１
日
の
時
間
配
分
を
見
直
す

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
分
の
名
前
と
顔

写
真
を
出
す

○
目
標
を
細
分
化
す
る
。今
の
自
分
に
で
き
る

レ
ベ
ル
ま
で

○
不
安
を
感
じ
た
ら
や
る
。感
じ
な
か
っ
た
ら

や
ら
な
い

○「
失
う
も
の
」を
書
き
出
す
こ
と
で
、恐
怖
を

客
観
視
す
る

　
こ
れ
ら
は
私
が
行
動
す
る
上
で
、と
て
も
役

に
立
っ
た
こ
と
で
し
た
。で
す
が
お
坊
さ
ん
で

あ
れ
ば
、似
た
よ
う
な
話
は
仏
教
か
ら
い
く
ら

で
も
取
り
出
せ
る
で
し
ょ
う
。

　
私
の
技
術
論
よ
り
も
仏
教
か
ら
得
た
も
の

を
柱
に
、お
坊
さ
ん
に
は
前
例
の
な
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
き
っ
と
人
を
惹
き
つ
け
る
魅

力
に
な
り
ま
す
し
、仏
教
が
人
を
支
え
る
証
明

に
も
な
り
ま
す
。

　
最
後
の
問
い
か
け
は
、や
る
か
や
ら
な
い
か

で
す
。お
坊
さ
ん
た
ち
は
難
易
度
の
高
い
生
き

方
で
も
通
用
す
る

の
か
。お
坊
さ
ん
全

体
の
う
ち
、そ
れ
は

ど
の
く
ら
い
の
割

合
な
の
か
。

　

仏
教
の
す
ご
さ

を
お
釈
迦
様
や
宗

祖
で
は
な
く
、現
代

に
生
き
る
僧
侶
が

担
保
し
て
く
れ
る
の
か
ど
う
か
。私
た
ち
は
そ

れ
を
じ
っ
と
見
て
い
ま
す
。

　
前
例
の
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

檀
家
数
減
少
時
代
を
考
え
る

4連 載 コ ラ ム前例のないことに挑戦する
全仏 No.640

堀
内
克
彦

　
宿
坊
研
究
会
・
縁
結
び
神
社
研
究
会
・
お
守
り
研

究
会
を
運
営
し
、
参
加
者
１
０
０
０
人
を
越
え
る
寺

社
旅
サ
ー
ク
ル
の
主
宰
や
複
数
企
業
の
顧
問
、
仏
前

結
婚
式
盛
り
上
げ
企
画
、
お
寺
の
漫
画
図
書
館
、
寺

社
好
き
男
女
の
縁
結
び
企
画
「
寺
社
コ
ン
」
な
ど
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

　
著
書
に
『
宿
坊
に
泊
ま
る
（
小
学
館
）』『
こ
こ
ろ

美
し
く
京
の
お
寺
で
修
行
体
験
（
淡
交
社
）』『
恋
に

効
く
！　
え
ん
む
す
び
お
守
り
と
名
所
（
山
と
溪
谷

社
）』
な
ど
。

堀
内
克
彦
株
式
会
社
寺
社
旅
・
代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
寺
社
旅
・
代
表
取
締
役
社
長

超宗派僧侶による企画会議

民泊型宿坊のオープニングセレモニー

宿坊スタートアップミーティング

街中に出るお坊さん
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宗教法人運営のための
法律入門

宗教法人の管理運営　4　　
『菩薩行に生きる』

作成・監修 弁護士　長谷川正浩

責任役員　3

「
ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
（
仏
法
僧
）」
で
は
専
門
家
や
大
人
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
で
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
や
内
容
を
心
が
け
て
、

日
々
の
生
活
に
役
立
ち
活
か
し
て
い
け
る
法
話
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

法
話

4

ぶ
っ
ぽ
う
そ
う

戸澤　宗充（とざわ　そうじゅう）　日蓮宗　一華結社
著書：「あなたが生きている理由」「一人で悩まないで」他多数。

プロフィール

  御仏はこの世について“娑婆”とおっしゃいました。“娑婆”とは別名で「忍土」とい
い、この世はさまざまな苦しみに耐え、我慢しなければならないということです。
　かつて私自身も、この娑婆世界の中で、悲しみに泣き、苦しみにのたうち回って
いたことがありました。そんな私に御仏は優しく手を差し伸べてくださいまし
た。ある時、真っ暗な天空からえもいわれぬ美しい花びらがひらひらと私の頭上
に舞い落ちてきました。それは香り色彩豊かな蓮華の花びら、すなわち「妙法蓮華
経」の教えです。以来、私は泥中にしか咲かないという、この蓮華の花のように、悩
み苦しみ悲しみに満ち溢れたこの娑婆世界で、一本の蓮華の花を咲かせてみよう
と思い立って出家の道を選びました。
　若き日の釈尊は、どうしたら全ての人間の苦しみを解放させ、救うことが出来
るのかと悩まれました。それは決して個人的なものではなく、人類全ての苦しみ
としてとらえた、他者の受ける苦しみや不幸を見逃すことが出来なかったので
す。これが釈尊の出家の動機であります。
　私は御仏が常に「この世の苦を見つめて生きよ」と呼び掛けておられると感じ
15年前に伊豆の山中に駆け込み寺を建立し、現代社会に存在する多くの悩み、苦
しみ、悲しみを抱える女性と向き合ってきました。そのほとんどが自殺願望・虐
待・うつ病・DV被害者であります。
　日蓮聖人の「一切の異の苦は日蓮一人の苦なり」この大慈悲心こそ題目の心で
あろうかと感じております。私はこのお言葉を胸に抱きながら、彼女らに寄り
添ってきました。
　自殺を試みた女性（幸い未遂に終わった）を病院に運んだ時、担当の医師に言わ
れた、「一日に5回も祈る国があるのに日本は祈ることを忘れましたね。今こそあ
なた方僧侶の存在が大きいのです」と祈る事の大切さを語ってくれました。常に
「死にたい」と漏らす女性たちと向き合いながら、私は「生きてこそ」更に「人は変
われるもの」だと言葉を伝えております。そして「蘇ろう、羽ばたこう」と彼女らの
身体を抱きかかえながら励ましてきました。
　「妙とは蘇生の義なり、蘇生とは蘇る義なり」との日蓮聖人のお言
葉を私自身が信じなければ到底出来えないことです。
　現代社会を覆っている閉塞感とか停滞感の中で、もがき苦しんで
いる彼女たちに光を見つけ出し、蘇らせることが出来れば私が出家
した意味があろうかと感じています。15年間、約700名の女性たち
と向き合いながら、かつて苦しみにもがいていた私自身が救われた
と感じています。「菩薩行に生きたい」これが今の私の真実です。

１．責任役員の資格及び欠格事由
(1)　責任役員の資格 
　責任役員の資格は規則に記載しておかなくてはなりません。宗教法人法には資格に関する規定はありま
せんから、信者に限定されることはありません。従って、信者でなくても適任の人があれば、責任役員に
なってもらうことは可能です。しかし、ほとんどの包括宗教団体では、それぞれの宗制等で、氏子や信者、総
代や法類、寺族等に限定しています。これに合わせて被包括宗教法人の規則でも同様の限定をしていま
す。規則に記載された資格は責任役員を選ぶ際の要件ですから、これを欠く場合には任命されても任命の
効力はありません。 責任役員の資格の確認は、役員名簿で行います（宗教法人法第２２条２項２号）。責任
役員の登記は、昭和３９年４月の商業登記法の改正に伴って行なわれた宗教法人法の改正で、不用になり
ました。従って、現在では役員名簿が唯一の公示手段となっています。この役員名簿は、会計年度終了後
４ヶ月以内に財産目録等とともに、それらの写しを所轄庁に届出なければなりません（宗教法人法第２５
条２項４号）。
(2)　責任役員の欠格事由 
　欠格事由とは、人がある地位を得たり、その地位に就いたりする場合に、それが妨げられる理由や原因を
いいます。責任役員に就任するときだけでなく、就任後であってもこの欠格事由に該当すると責任役員の
資格を失うこととなって、退任となります。 宗教法人法第２２条は欠格事由として、つぎのものを規定して
います。
　　①　未成年者
　　②　成年被後見人又は被補佐人
　　③　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなるまでの者
　①の「未成年者」とは、満２０才に満たない者をいいます（民法第３条）。但し、未成年者であっても婚姻す
ると成年に達したものとみなされますから（民法第７５３条）責任役員に就任することは可能です。
　②の「成年被後見人」とは、精神上の障害により事理を弁識する能力を欠く状況にある者で家庭裁判所
から後見開始の審判をうけた者をいいます（民法第７条）。
　また「被補佐人」とは、精神上の障害により事理を弁識する能力が著しく不十分である者で家庭裁判所
から保佐開始の審判を受けたものをいいます（民法第１１条）。成年被後見人と被補佐人との区別は、前者
は事理を弁識する能力を欠いている場合、後者は、その能力が著しく不十分である場合で、要は程度の差
ともいえます。この区別の判断は家庭裁判所が行います。ここでいう事理を弁識する能力とは、事実や理論
について、それぞれ区別することのできる能力のことをいいます。
　③の「禁錮以上の刑」とは、死刑、懲役および禁錮をいいます（刑法９条、１０条）。 「処せられ」とは、禁錮以上
の刑の言渡をうけ、刑の言渡が確定した場合をいいます。 「執行をうけることがなくなる」とは、刑の執行を猶
予された場合に、刑の執行猶予の言渡を取り消されることなく、その猶予期間を経過させて、刑の言渡の効力
がなくなることをいいます（刑法２７条）。そのほかにも、時効により執行が免除される場合や（刑法第３１
条）、大赦または特赦により刑の言渡が効力を失う場合（恩赦法第３条、同４条）もこれに該ります。

30全仏 No.640
Z E N B U T S U

31全仏 No.640
Z E N B U T S U

しゃば



検 索全日本仏教会

http://www.jbf.ne.jp

〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4 明照会館2階
TEL：03-3437-9275   FAX：03-3437-3260
e-mail：info@jbf.ne.jp

2019年1月1日発行 1月号　第640号

特集「世界仏教徒会議 日本大会」

仏暦2562年1月
［2019年］

No.640

結微開福

発行所

花まつりデザイン応募作品から作成いたしました!!
ポスター・絵はがき 頒布開始

■ポスター

　全日本仏教会では「花まつり」の社会宣揚を推進すべく花まつりポスター・絵はがきを頒布しています。
昨年から実施している花まつりデザイン公募、2018年のテーマは「楽しい花まつり」でした。全国から256点の応募を
いただき、その中から今年の大賞に選ばれた作品を使用したポスターと絵はがきを作成いたしました。
　地域や寺院で開催される「花まつり」や春のイベント告知に、新春のご挨拶や感謝の気持ちを伝えるツールとして
ご活用いただけると幸いです。皆様からのご注文、お待ちしております。少数でもお気軽にご注文ください。

「国宝 誕生釈迦仏立像」
東大寺蔵

ポスター大賞「花まつり」

・ポスター：1枚50円
  （※別途、送料が必要です）

・サイズ：A2

■絵はがき
・絵はがき（3枚1組）：無料
  （※別途、送料が必要です）

「おてんとうさまとおしゃかさま」
絵はがき大賞（3作品）

「素敵なお顔！」 「みんなの花まつり」

本会webサイトでは全国の「花まつり」や春のイベントを紹介したく、開催情報をお待ちしております。
1人でも多くの方に「花まつり」を知っていただき、お釈迦さまのご誕生を皆さんでお祝いいたしましょう。

皆様の花まつり・春のイベントを紹介します！

広報文化部
TEL：03-3437-9275　FAX：03-3437-3260
E-mail：a-shimojima@jbf.ne.jp
※申込用紙は本会webサイトよりダウンロードいただけます。（http://jbf.ne.jp/）

【お申し込み・お問い合わせ】
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